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空 爆 と 美 術 文 化 財 防 衛

1校廷の戦争の様相の* で11をも私: ! 宅r'C[更「撃を奥へ

たものはドイツ及イタリーに於付る米英聞の1芝棋

が買に費電ーな美術品及造苦手J均等の文化 [( :j の雌援に

及んで、ゐるととでるる。盲燥と Ｎ ｝｟ｾふよりは意識的

に計霊的に文化財を爆撃したといふ可きでとｾ Ｎ ｛，と

そ.人聞の歴史始って以来事者iにみる悪質な級事E行m

でるって、 とのやうな敵の官燥の意凶せるととる

は全く停統的に貴重友文化財を似壊して思想的陀

深刻な衝撃を奥へと れによって図民精神の! R IJ格を

1 J { し、戦意を喪失せしめゃ うとする思想、謀崎戦術

によってゐるので， .綾廷に於ける心王l i ' 被争の有力

去に手段として、必然文化財級壊を目棋とする来襲

を覚悟し、之が封策を講じなければならぬのでる

る。民族が其侮統的主主文化遺産でるる美術て建築

に封しでもつ愛惜む［念は 各民族Ｚｪｾ深亥 ｉｊ なもので る

るが. 之等文化財を砿壊するとと は. 物的破壊と

共に精紳的打撃を奥へ. 一場K 相手圏の戟意を氾

喪せしめる効果がZうる。険制では村の生活の中心

である寺院に爆弾が落下し、l炊拾のつかぬ状態に

まで，人心が動揺した例が多い。最近ではイタリ ー

に於いて、主ラノのスカラ座ががらん洞にされ.

或はポムペーーの慶虚をして、疫に又巌虚と化した

といふゃうえ主ととから非常に精神的左足衝動を受け

た例がa ; .T ，殊に信仰の封象である寺院む破填は

完全に集囲的主主恐怖7' f X 態を導き出すととに成功し

て、今後も屡々かムる意圃の下に盲爆が計輩され

るととと考へねば友らない。今次戦争の様相は前

線に於ける作載にのみ勝敗が依存してゐるのでは

たし幽民全曹の結束による組力戦として強級友

戦意が絶封に必要であって、直接室作戦は勿論の

とと銃後に於ける生産能率上にも食糧晴産上K も

必至の妥素でる仏国民の戦意動俸を1且ふ心理戦

術が次第に強烈な様相を tt. して来るに体ひ計霊的

な文化財‘舷壌の盲爆が必至の情勢に②るも のと質;

情して差支へな いと思ふ。

然し乍らか L る心理的効果は欧州に於 ける 例で

あって 、 日本民族の場合j象想し就いととでるる。

高 村 豊 周

日本陀於ける丈化財愛弟の念 I' C はク¥. 閣の何れにも

上じ絞rc 1' .1:らぬ内在的な深さがある。日 本民校 が文

化 財を愛惜するの: 合、は鼠に物そのもの生綿貫する

といふ意味だけでなく 、責に祖先傍来の文化遺産

ｋ 結晶せる体統精神を傘重する ととにｾる。 然も

それは日本の誇りと する園値観を中根とナる園民

(i':J 信仰である。文化財防衛の観念も賀! て此園瞳腕

と不出<<ーのもので、文化財を保持してゆく心構へは

関理組に基在をゐく 信念であって、文化財を保持

せんとする熱烈友信念そのものが園髄護持の信念

そのものでるる 3 我 々の文化財防衛の思想が続 々

昂揚するとと自種、イ本統 l亡霊せする精神的愛情が高

揚するととを意味する。従って文化財の' 伊輩的訴

少的慣値に執普して保存せんがため陀保存せんと

するやうえに物的な考方とは根本的に呉って、園骨畳

観 ｋ 基く精神的主主傍統保持であって 、文化 ＡＡ Ｎ ｾ 防衛

の迎念も物にのみ捕はれる百J きでは泣い。えとへ

益襲によって文化財が破壊されるととがあるとし

てもそれによ って園民として士気を温喪し動格す

るやう友ととは友いο 空爆によって一部次撞に錯

すともむしる体統保持の念を更に強め防衛思想、を

強化ナるばかりである。文化財破壊によって戦意

を強めとそすれ士気を温喪ナる如きととは絶封に

ない? 然し乍ら祖先より承け更I ' C後代に遣す 可き

貴重1' . J . . 文化財に聖母してF完全の策を講じ、些かの不

用意もなく、十分に予を壷ι て保存し防衛すると

とは我々の義務モあって、宰襲必至下の情勢K 於

いて必至を必至たら しめぬゃうえに防衛針策を一日

も早く 講じ左足ければ反らね。との文化財防衛を強

化するとと自韓園極観念の断乎たる把握となり敵

の心理戦術陀よ る動格の如き全く効果のえにい戦意

の漏養をも期 してゐるのである。図髄観を基底と

す・る防衛思想、の昂揚と 共に一面文化財破壊による

思想謀略戦術を十分克服しうる思想態勢の確立を

目指さねばならえ主い。 而も之は図家の要請する重

姿問題とてし一日も早く封策し整備したEければな

らぬととで迅速果敢に賀行し多少型怨案と距 る底



があっても先づ現吠κ 即した可能なる範囲から重

験的陀質践しなければならない。文化財防衛の理

念は閣韓観に基底をもっ圏民精神の最高の結晶た

る鯨統の保存で重うるが、精紳的防衛と共に寓全の

物質的施設も講じなければ友らすヘ防空技術と共

に保存に関する技術も必要でるって、最近に於け

る空爆の桜木目の費化K 臆じて遁常主主る措置を講じ

なければならない。懸念: の致防的措置としては可

動的友美術1吊は之を都市から安全危地方に分散保

存するとと 、然も重妥主主る美術品の重賠順位K 従

って順次保護措置を諦ヂるととが必妥である。

傍統的文化財の主なるものは先づ圏貸であり、

意安美術r日等認定のものが之に次いで考・へられて

ゐるが古美術以外に現代作家の作t吊にて十介保一仔，

し後代に遣す可きものが含まれなければ友らない

古美術保存行政は文部省に於いて管理され古枇寺

保存法及昭和四年に古枇寺保存法の巌止と共に糟

承して新陀制定された「園質保存法」によって指

定された物件が園賓と構せられてゐる。叉園資K

准歩る取扱をうけるものに昭和八年制定された

「重要美術品等の保存に闘する法律」によっ c認

定された物件がある。之等園資の維持修理につい

て海外移出について又其適正なる管理について管

掌されてゐるが、英主主Eる地方ー別所在量生は弐の虫11

き吹況である。

関習を〈貨物類〉 陀指定されたもの 5. U74件

( 昭和n 5'c手8月末段花)

1 京都府 1. 131件 2 奈良市 (i 5!J :q  

8 東京者11 "33件 4 滋賀ll 係 54!)j' l ・

5和歌山 l際 22d1
1

斗

園賓〈建治物物〉に指定されたもの 1. 713煉

( 昭和16年 8 月末現在〉

l 京都府 342棟 2 奈良県系 200棟

8 東 京 都 H !:J棟 壬滋賀! 係 126棟

5 兵庫J隊 126椋

走塁喜美術品等設定物件 5. 964件

〈昭和17年 8 月末現存)

1 東 京 都 2. 884j ' 宇 2 京都府 630j 牛

B兵庫j隊 508件 4 大阪府 417件

B 愛知! 隊 245件

之によるも東京及京都に於ける図賓の分散保存

が先づ懸念措置の針策となる可きである。乙等の

2  

保存行政は文部省l ' L aうるが之等を牧離する帝室博

物館の所管は宮内省l ' L aうって、子育主博物鍬を除く

公私美術館の監督には文部省が首るとととなって

英聞の管理指導に蓮絡が必要となるでるらう。

更に現代作家の作品にて園貨や重美に推定され

ないものが美術館や文庫、其他各個人に於いて私

有保存されてゐるが、之等の保存方法、空爆に劃

する保護措置がどの程度宜施されてゐるかは十分

調査すべきととで. 其防衛i状況に感じて遁営なる

指示を主主し、重妥えにとれだけは必十保存し友けれ

ば君主らないと云ふものから、重騎順位を決め、其

保存11犬況に磨、じて針策を議十る必要がある。美術

及文庫等ーよりも倒入所有物K 臆念措置の用意が放

し指示し補導すべきであらう。

美術の重賠! 順位の審夜、其地二!j 分散措置の指示

に次いで分散すべき場所及織設の保件が穿. 妥であ

り、叉其分散のための輸を主措置ゐ分散後の保存方

法についても損傷むないやうた技術的措置が必要

・であって、分散のため陀却って損傷を来す如きと

とは避けねばな. らたい。分散すべき場所の立地的

保件として、空爆危険度の比較的少いと思はるる

回舎であり、又乾燥せる地響が必要で、2うる。分散

美術品牧雄庫l ' J : t 保管すべき建物についても考慮

すべき技術的僚件が多く充分に検討しなければ主主

らない。

文化財保存陀ついて技術的に別意される可きた

めには其遁! E l ' J : 保存符型について遁IE l ' J : る指導が

必要で個々の管型について技術的な巡回指導斑が

派遣される必要がある。イ之、適正えに管理者に到して

は其保存方法なれ牧蔵施設なりの補導が必要万

粧情的からも資材維からも助成すべきであ忍。: 忽

必婆と部むる時は施設のある場所に委託管理を命

十るととも考へねばならない。

分散保存される可動:文化財の移i陣先については

地方寺院なり、農家主E りの倉庫又は:遁嵩な建物が

提供され場合によっては地方長官に依帰して或る

程度供出を指定する必要がある。

可動文化財の牧離について地中牧瀬が考へられ

てゐるが、課気の鮎から困難であるが、都市叉は

其近却に於いては地中牧離も必妥であって、 ｩｾ 気

による損傷を考慮して一定期間牧離すると共に又

取出して入替へ、漁気陀より損傷を防がねばなら



友ぃ。トタン張りの木箱に牧めるとと等も考へら

れる。

可動文化財と異って動かせね建造物等の強防的

措置としては迷彩儒援や封揖防護壁が最も筒鼠えに

懸念措置と恩はれる。西洋ではコンクリー卜やモ

ルタル陀よって屋根や天井の補強が行はれてゐる

が日本の木造建築では耐弾力の楠強は中身国』維で

完全主主防護工事は資材の許ナ範囲に限りがるム

従って臆念的主主破片防止の程度から徐 I々 ' c : 進めて

ゆくととでるる。爆風や破片に聖母抗すべき側室は

其厚さが強度として防護慣債を決定するが資材の

雨からも織筋コンクリートや煉瓦の側壁は容易に

構築され難いとすれば結局あり合はせの資材・を活

用して板国ひか土穫の積重ねをするととがu : 走も容

易であろ弓。板国ひは板事と南方にして其中にゴニ々、

砂きと埋め γ 防護壁とし被保護物書' 守り弓る商さま

‘ で作り上げるとと喜容が場へられあ。

備装は生物の擬態から着想されたもので重うろう

が前大戦に於いてフランス軍除にゐたー出征美術

家が大砲陀迷彩を施して敵の護見を菟れるのに成

功したととから出殻レて砲兵陣地や兵告書から船舶

にまで迷彩が護展して大いに利用されるとととな

った。更に昼爆の強化と共に上安から目立ち燥繋

に透導ずる物件について防空的見地より儒接の必

婆性が高まって来? と。偶装さへすれば絶針に安全

であるといふととは考・へられぬがー態。毒装を完備

して敵機から判別を困難友らしめてゐく必要があ

るa 一般的に迷彩は形態と色彩の轡容質化を骨折す

塗" 綾が考ーへられるが街突然の樹木を利用して健)1造

建影、遮蔽等の効果を担。ふ植樹俄援が行はれる。

建物の屋根に綾柵を作った植物を樋絡するとと、

遮蔽の目的をもって網や幕を利用するととがある

が建造物の美術としての保存といふととを僚件と

する限り現J伏餐更の限界があって、単純に一般的

t . r . . 儒装や補装の方法を其偉踏襲するととは許され

たい。

周囲の扶況に感じで其物本来の形を現はさ主主い

やうに何物かを附加するとしても現献を努整形しtc

り損傷するととは極力避けねば怒ら十保存技術1 :

防空技術との調和を専門的に検討し空爆の様相に

謄じて措置すべきで②らう。

日本の重要な美術建造物としてI伸枇ぞ寺院が多

いが木造であるために、防火的左足施設が防衛の第

一義として考へられ何よりも泊防力の強化が促さ

れて来たが人的強化としては消防除としての心構

へと技術の訓練が徹底されるとと、感、援消防隊と

の連絡の常備が1必塁手で、ある。物的強化としては貯

水地やノ1<. 栓等水の確保が第ーで" 7. K 栓も特に高座

の消火栓が高い建 l均の3 ? : る底に働きかけうるやう

周至IJ 陀計寵されねば主主らない》物的混化として建

造物の耐火構造化が必妥で喜うるが之と閥駒して延

焼防止のための周闘空地、結地を利用した功火管

や、周閣の可燃建物の疎開も併せ計重しなければ

ならない。建土生物の耐火構造化は膳念的な防火改

修 l巴出世するものであるが建物の全両的汝外阿部

の防火改修と共に屋内陀も出来ミ57をけ完全な. 防ょに

的仕切雪老若と設けるととが理想でるるが美術品牧蔵

庫のやうに現7状蟹更ーに差支へ友い補強改修は問題

がないが閣賢建造物のやう陀美術と しての保存を

僚件とする補強改修に現航費更と補強の関係を美

術保存の商と防空の面から検討すべきで②る。

美術品を牧蔵する倉庫は資材の許ナ範囲 K 於い

て防火改修友; 砲す可きで)'1・周部の錦織モノレグノレ塗

耐火木材、金属板、石綿板、マグネシヤセメント

板等の活用が考へられるが、更に代用資材として

竹維や木毛セメント板、耐火木材に代る特殊合板

網入ガラスに之に簡易及防火ガラス等利用を工夫

ナ可きで、Sうる。材料が簡単で、僅少となり . 史に此

用次材と君主るに従って却って工夫が必要で、梓料

の簡易なととは研賓の複雑さを要求する. 主建物

そのものの陥必と防護外慢の耐火化、問国可燃1唯

物の除去等が資材砕 11兇み合 iませて賞施される可き

‘ である。

西洋に於いては防護室の設備が防衛の第一義と

されてゐるが、四本の建築は木遣を主とせるため

に防火が第ーに考へられてゐる。防火は物よりも

人力に重鮪がおかれ. 殊に集図訓練をもっ精神力

防衛の強い意志が根幹と主主るもので、日本民族と

しての防衛信念の賀践で、ある。勿論ｾ怠る精神偏

賞、σなく訓練された防護活動に基くものでるる。

防護活動は空襲下に於ける災害殻生に際し平素

の構へによって防衛力を護揮ナるととが必要で、あ

って何よりも先づ精紳的訓練が徹底されてゐると

とが必要である。環境君主り保存 ｻ創刊 花ｾ ｪｊ醸し た 防

3  



識の構へを立てて高ーの場合迂弘主果敢陀集閥的K

防護を完途するためにはあらゆる専門的の技術や

経験を生かした系統的及防護活動の指導方針が王手

念に検討され明示されねばならぬ。

文化財防護陀ついての特殊君主訓練方式が研究さ

れる可きでるるが、防衛( i : 機常する組織的主主濁自

の機関として 、文化財特設妨護幽が編成され其防

衛 lてついての全般的君主企重なり指導なりを娩常す

る部門と防誕の質際的活動を機首する部門が整備

され. 史『亡又主審議、消 防、保存、工作等夫 k 特 色

をうる部門が専門的 I' C 技術的に分載される必援がる

る。 li ょ与に平素の訓練が巌格に規則正しく行はれ濁

自の技術的な訓練と共陀精神的な錬成とし ての目

的も達成されねば君主らない。寺院の特殊防祭訓繰

等がもっと組織的に強力 K 行はれるととは一般に

影響する精肘I的効果が多いで・h ろうと思ふ。

法隆寺村の瞥防圏が村よりもむし合法肇寺防衛

に重鮎をお・いて踊成され訓紙されてゐるやうに特

設防設幽の協力除として補助除として一般の村防

ささ群を連絡し、共同訓練を行ふとと陀よって箪及

る訓練活動に怒らす= ー居深い体統を髭る圏土防衛

の信念、を養成し昂揚ナるととが出来る。此訓縦k

ょっ亡一明爆撃に遭ふとて被害を局限し、被害復

警の迅速が期せられるのでるる。

航空機の性能は新しい装置、新しい工夫によっ

て絶え歩進歩し形態の軽快さは勿論、構造物とし

ての強靭さも増して来てゐる。新しい設計技術は

新しい操作技術を生み、更に新しい爆破技術を生

んで綾・近の爆撃按相は続々苛烈さを加へて来てゐ

る。探査終の狙ひが草花有形物破壊に止らす= 其無形

の破壊 、 ｾｉｬ ち 精 ｬ 神的境衛 ｌ を犯ふ傾向となるに従っ

て次第た強烈君主爆破作用をもっとととなろう。

爆弾や焼夷弾は無数に投下され我々が持ち来った

空襲の] 櫛忽には凡そ臭った大規模主主空襲が致想さ

れるが、若し之によって，人心が捷胤され集囲的な

恐怖? 状態が生じたとすれば敵の心理的意厨陀陥ち

たと云ふ可きでＮ今後谷 ｫｾ［ 庇烈左足爆紫陀封攻ずべ

き防衛方策を進めねばならない。爆撃の様相の資J

烈き l亡感じて文化財防衛も強化される可きでるる

が、之は所謂軍! 坊Zさを除いた此防空の一種κ 該話、

して内務省の防空締本部の指導が必要で、之と J5

に質際防護活動の指令 lよ地方- 隠や警視臆があれ

思想謀略については軍の情報局が之に関係し防衛

全般とし・亡箪の防衛司令部の指導がある 、各項夫

々主管で異陀してゐるため、文化財防衛について

は各省の連絡を強化し一貫し? と指導組系の確立を

計らねばならお: い。岡本美術報園舎のa文化財防衛

委員舎は其連絡に協力す可く努力し盟系的な組織

の下に主動力として働きかけゃうとしてゐる。空

燥の様相の苛烈化し共に迅速果敢及防衛配置が待

望され亡ゐる。 くさ在者は東京5母校教授〉

三 塁 印

v  
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泉 者R 所 感

自分は京都は始めてで、Zうる 「京都」 を見? とのは

i変身であったが 「京都」について考へたのは今度

が始めてである。その意味で京都け、始めてで、b つ

℃従って今新しい感 i愛で一杯、である。京都に馴れ

--L 丁つては叉自ら感懐が簿らいで了ふでるらう 、

だから今のうちに京都の所感を書きとめて見たν、

とJ曹、」ふ。

×  
‘、，，、 ×  

JH海道棋の列事の l甘から眺めた京都の山々には

何故か従来あまり印象らしいものが残って居らな

い、今とうして京都にぢっくりと落ちついて見る

と、京都の i主:j)ーから見る山の美しさはまととに初

々しい印象でるる。自分の家は: rn山の麓に近く 「十l

開寺の北陀常る 、だから東山の妥は朝にタに底近

く接して樹々の校振りまで覚えてふ了ほどでるる

又朝の出がけには吉岡山がすぐ自の先に朝害誌の中

から罫織のやうに現れ、叉比叡は黒 k と青空I ' C抜

き立ってゐる、西山は誌を透して僅に其輪駆を見

せるだけであるが、北山は早朝日を受けて山襲も

濃く薄く紫に問えて美しい。京都の街ではどとか

らも必歩とれらの山々が見えるので②る。共時と

天候の具合とで或は遠く夢のやうに叉近く手に取

るやうに、そして色あいも薄民に紫十亡、濃く叉薄

く、密化してやまぬ。束山 i乞霞がたえr:.Q: いて次々

に流れ効くさまは、あたかもー幅の i何番を見るゃ

うであり、叉雲の1りj きをうつして騎 h 照りする

北山の山壁は近代的な油精を見るやうでるる京都

の山 は其色るいがまととに美しく其費化が叉好ま

しいと思、ふ。

×  ×  ×  

誰であったか「馴れて了へば去pk見られねもの

故紅葉は今年の中に見ておーくやうに. ! とす L めら

れるままに高尾を振り出しにして嵐山から八瀬大

l反それK 近くは若王寺永観堂i ! ! 天橋元にどとあはた

C しく訪ねて廻ったのであった。京都の紅葉の名

所と云ばれるものは共の規模が甚だ小 さい叉其多

くは神社や倒閣等の境内地でるる。其ｾｉＧｃは位殿

大 西 幸 雄

やJ進地; などの建造物があり 、共等の輸央の美が或

は紅葉の背景となり 、或は叉紅葉を背景として極

めてよく調合してゐるのを見る。共有株は自然の

美か人工の美か判じか旬.るが如くである。」かくと

も歴史の香りが紅葉の美しさ在深めてゐるのは間

違ひのないととるである。由緒ある奮蹟の優れた

輪央の美K M- : t して添f去をなして居た紅葉が今は紅

葉の名所として一却て共の名古と奪ってゐるのである

そして春に怒れば同じ諜で此等の紅葉の名所が又

同時に壊の名月! j " ともなるのであらうと想像すると

未だ見ぬ替が待たれるのである。

×  ×  ×  

京都には名所警蹟が甚だ多い。菅に聞えたもの

は兎も角としてどんな小路をz t ; -いても其馴染みの

深 い筒の名前や、歴史に宿られた高名友人物の欝

宅や、屋敷跡、などに思ひがけなく出合はして 、ひ

どく前1食って了ふととがある。京都の衡を歩くと

とは跨 Lとの頁を: 爪繰ってゐるやうなもの・である

と言った人がるるそうだが、正にそのimりだと恩

ふ。主主知れぬ小さい奮践がその一つ一つは資石の

やうに輝きながら路傍に置き忘れたゃう友淋しい

姿 ｋ 向つてゐると悲しみ陀似た心が ｉｾｩ ｩ いて来る。

出来る事ならば市が管理したいものであ る、 叉許

されるならば傘敬する人物の奮宅の一つ主主どに自

分が住まって見たいやうえ主衝動にかられるのであ

る。

×  ×  ×  

京都の都市としての美しさは、共の有してゐる

所の名所警蹟に負ふものである。其内容を主主すも

のは一つは明娼な風光であっ亡、又一つは、一千

年の文化の主義蹟である底の建築の輪失の美で、aうる

建築はまととに京都の都市美の重要主主要素友ので

ある。斯のやうに京都の都市美の要素 をたす建築

であるが其が殆ど例タ1ーもなく古い時代の文化の業

蹟 K 属す るものであって之は近代建築にとって悲

しむ可き事宜である。

勿論近代建築にも其一つ一つを促へて見れば俊

5  



れた作品と考へられるものもあるのであるが、ｾ

くは ＱＡＡｾ くもがなの秤 ｬ 主であって、 ｾＱＱ 陀は却てお Ｑ｜ 市

の奨を彼填するものと断じてよい訟のずらあるの

である。少くとも傍統の建築陀見るやうに自然と

融合し周閣の建築と調和する慣ましさは見られ主主

い。勿論近代建築が其用途や材料構造のため我閥

特に京都の柔和友自然の環境に容易に調和し雑.い

事情のあるととは考へられ るのであるが近世の工

匠が共製作に際し果して環境を意識する用意があ

ったか疑はれるのである。

古建築について考へて見るならば、共作者と言

ふものが明確で、たいのが脅遁で、あって建築は集困

の謀術として個人よりも寧時代むものに屈してゐ

たのである。従って作! 日に現れる fl f o1性はあっても

其は階調や針比等で見られたに過さない。従って

作品は安らかに其環境に調和して金韓を胤ナやう

なととがない。近世の建築は1 E t c : 之と封底的であ

って伺性を蛮持するととが工匠の生きる這であっ

たのである、従って作品は個性を生すのに急: であ

って不知不識の内に環境を無視したり、叉周悶の

作品に反逆したりする結果を招いたのである。: t ! J r

のやうな憲識の聞から生れた近代建築が環境の美

の浩成と凡そ縁遠いものであるととは叉自然の勢

でるってまととに止むを得友い結果で、るった。

口さがゑい京わらべは斯のやう友作r日の代表と

して 「京都の三大賢建 築」えにどと言ふもりをと決め

てゐるのを聞くのであるが、寧ろ此等の作品の扶

陥は其技術の拙劣によるものでは放し認識の不

足に基くものなのである。否もっと根木に遡る主主

らぼ作家の罪と言ふよりも作家選定の過誤と言ふ

べきかも知れない。1 J I : し何れにしても建築界とし

て免かれ難い責任であらう。今や大東斑の主主役に

際合して、建築様式の確立は闘家的念務である。

然も我が京都は之が格箆の地として最- も泊した僚

件を具備してゐる筈でるる。我々は相共に大いに

脅起するととろがなければなら ω。

×  ×  〆〈

京都の都心部には2芸家が多いゃうである。英一

部を調査したととろによれば、甚しい所は一審IjFζ

近いものがをうる。政府は京都市を疎開の劃稽から

除外してゐるのであるが皮肉にも今既陀京都は疎

開しつつるるのセるる。中潔防空研究所長の御読

6  

の語り、疎開の虞の目的は積集者f¥市の遊休しつつ

あるの務と資材とな傘げて戦力Ji' i5ff: の部雨ii f ' C充常

ぜしめるのにらる。都市の防術だけが問棋では完投

い筈左足のであるが京都の様に特に高度の文化を持

った、従て精密工業陀最も泊ナる筈の市民は之Eと

もっと計叢的に泊所に配置するととを考へなけれ

ばならないであらう。其跡白昼家は又其ままに放

置して置くととが防火上の弱票占であるから速に何

等かの封策を立てなければならない。然るに他方

京都には如何怒 る手段によるとも代替するととの

出来自重要建造物の多数が防空的に極めて不安定主

j伏態に置かれてゐるのでるるが此等重要建造物の

周閣の危険左足密集地域を疎開する手段の一助とし

ても考慮せられるととるがなければ友らない。世

聞から一帯忘れられ或は見捨られてゐるかのやう

えに京都市の防空問題は寧ろ其重要性に於ても叉賀

行性と 4ミム動からも 、 もっと注目されて然るべき

ではなからうか。

x  x  x  

大東亜の建設を完途するためには日本精神の圏

内に於ける作興と圏外陀劃す・る宣布とがもっと力

強く行はれなければならね。日本精紳作興の一助

として京都を中心として一散在するととるの近畿地

方の歴史的業蹟が持つ可き役割は極めて重大で、あ

るととを思ふのである。此を科泉的に統合整備し

て、闘民特に育2か年層に最も効果的に親交せしめ

るととが要望せられる。叉此を同時に十憶の東亜

の民族に親夫せしめる主主らぽ皇図三千年の光輝る

あ豚史を遜して自ら日泳精神の宣布となるでるら

う。併し速かに準備しなければ、間に合はぬであら

う。

×  ×  ×  

京都へ来てーヶ月後りにえにる。此の間迄紫に和

らかく霞んで、ゐた北山にも零が見え始めて濯くに

冴え冴えと光ってゐる。全くJ j Uの山を見てゐるか

のやうだ、今年は例年に較べて早いと云ふ寒さに

偶は深く戸を鎖して寝静まって了ったゃうだ、疏

7]( の上7]( を取って流れてゐる前の小)11がちろちる

と7]( 菅を立ててゐるのが聞える許りである。

( 一二、一四夜) ( 筆者は京都市役所管材部長〉



建 築 陶 器 の 進 路

建築陶器は建築の護逮に従ひ 、賞用上の目的か

ら、現在みるが如く瓦、 タイノレ、テラコ ツ夕 、モ

ザイク 、土管、衛生陶器等多積多i傑えE ものが生れ

るに至った。一慢建築は文化の進展にともなひ、

賞用的意義から失第に装飾的性格を帯びるに至り

建築陶擦も本来D 使用目的に多分の美的分子を加

へ、それが次第に度を越えタイノレ、テラコツタの如

きは専らそむ接飾性に重賠をｾき、甚だしきは賞

用から遊雌し、; 本来をと顕倒したかの虫11きものもよか

くない。斯の如きは充分検討さるべき問閣で、現

下資材維の際f ' L . 接飾にのみ建築陶器を用ふるは

般にいましむべき事で、建築陶ー総本来の使用法即

宜用即美左足る:我園む停統的精紳f ' L . 首然復時さる

べきでるる。タイノレの如きも在来む如く E互にコン

クリートの即しを: 美化するのみに止らや、その耐吸

水性とか耐久性とか、叉防火性とかの建築資材と

しての要素にー居の関心が燃はれねばなら 2まい、

又現下の如く金属建築材料に大いなる制限の加へ

られたる際には、その代用資材としての用途も庚

く現に額々の代材品の登場を目撃するが、多くは

代用品の域を股せす言、真に陶材自瞳の特性を有功

適切に琵帰してゐるものは. ! J ，' いから、今後は革主主

る代用品としてで、は怒し新興建築陶持として新

たなる見地から研究すべきであると考へる。

ヨたに戦時J t f ' L 将来の建築計置に闘して防空及空

襲災害に闘する重大問題があれとの方面に於け

る建築陶繁ド侍に屋根瓦、タイル等の役割は極めて

大きし此蝶充分の針策が肝要でるる。例を屋根

瓦にとれば、防空見地よりその色彩に大いなる考

慮が携はれねばならない。叉小型焼夷弾に劃して

安全である程度の強度が必要であり又空襲時の災

害を最少限度に止めるには現在の如く容易に雄散

する如き構造の瓦は、甚だ危険率が大であるから

との鮎も充分検討されねばならない。 此等の問題

は現下建築関器の直面せユる最大の念務であ るか ら

製造家、建築家が一丸と怠ってとの解決にあたら

ねぽならない。

秋 月 透

最後に大東亜の確立により建築陶器も 、商は熱

幣よれ北は寒帯に亙る庚範開陀使用せられる i伏

勢とえi : : D. その大部は現地生産にまつべきもので

あるが. その一部及特殊たものは' 稔図より供給す

べきでるらうから 、その種のものはよく仕向地の

気候、風土、民族性を考慮して、材質的にも叉美

的にも建築掬器として完全友ものたらしめるとと

は論をまつまでも友い。以上今後進むべき建築陶

器陀就いての私見を述べた次第であるが、現下よ

く資材、人材維を克服し て、3茶々 多要量君主然 し・洋々

? とる前途ある建築陶器界に挺身し、最少を以て最

大の効果をあけ・るべく、第るととが肝要である。

ぐ筆者は経商省陶磁器試験所長〉

( 12頁宮田清氏論文槙) ｾ誌

上陀清7](，tJ l . の棲井氏f ' L ( . 入って再三論ぜられ、叉樽

井氏に依る l脇工要覧が公にされて、現場もつ人の

資陀供せられた事・は買に符・がたきものと思ふ、木

構造に依る施工界専ら施工眼界も決まれ関防の

主主め、工事・が8 0 %を示し、残る 2 0 %が生産部門住宅

方面の施工である。施工界は今年を通して誠K 緊

張の中に闘家の要望する諸工事を完全に逐行し、

決署員の源動力のー源を篤し遂げたものと思ふ、斯

うした現況の中陀決戦第二年目を迎へ、格 k 繁 忙

を極めると共にそ の使命の重大さ を痛感いたすも

のなり

6 結 び

誠陀繁張の中に建築ｾも今年を主主り希望ＺｦＧｌ満ち

た、十九年を迎へ、業界貸々重要性を負び、岡家

の兵求切なるとの年、吾等建築界木構造界の尖兵

役得す技術者ー存在々緊張銃取る気概を以て施工に 、

木構造改革に、進歩改良に 、挺身せん事審ふもの

である。( 筆者は日本大事工場島都建築皐敬室内〉
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特 殊 木 構 建 法 の 回 想

大正十一年私が欧測に行った頭初、RIJtii:・兆二大戦

の影響‘ で、聯合閣からひどい経済的堅治を受けて居

た濁乙は生活ーの有らゆる方面に資材不足物慣高で

困窮のどん底に 2うりました。然しさすが今日の複

興隆盛を見た満乙です ，得意の科皐に物を云はせ

て次々陀是を克服しつつあったので、す。建築方面

rc.tf っても銭材の不足 l金之宮と木材で補ふ可く殊に

大張聞の トラス rcm用した所謂 I/l ngeni eur H olz-

bau" 一一今日日本で謂ふ 11新興木崎趨" _ . ーの研

究が盛で、常時既に工場、草庫、市場等rcj 童施さ

れて居ました。私の目指した 8tuttgart 市の彼の

世界的K 有名になった Bonat z 教授の設計に主主る

H auptbahnhof  ( 中央停車場・) の上屋に採用され

たのも亦共のーで、同じ市に在る此積木構造を専

門とする K ubl er 舎J祉の施工したもので、ナ。勿論

地震圏でるる日本とは寓事が異ふとは云ふものの

其の大臓な扱方と細い部材とは私の興味をき |かすコ

には置きませんでした。長i に其後 K ubl er の工作

場を見るにつけ、叉橋梁や展覧舎場、 ラデオ培容

と童生多く見るにつけ此種木構造に封ずる興味、木

材に針ナる反省は愈々深まり鯵に私も一種の耐震

木構造に手を染めるに至ったのです。

廃が、今では建築関係D 諸雑誌で既に説明され

た遁ム新興木構造なるものは、従来は皐に経験

的手法に依り施行されて来た木構造を科事的に検

討 しカ象的に組合せ合理的に底辺した陀過ぎねの

で、何 k 式と云ふのも其構法よりはむしろ接合兵

Dubel  ( デベJ レ〉に特長のあるものが多しそし

て叉此ヂペルの研究蛮達とそ此の種木構造の蛮展

を顎著怒らしめたと云へませう。底で: 是等は殆ん

ど悉くがトラスを主とした構造で、木構造として

は此の他rc桂及壁控を構成する' 汗組としての構造

も亦考へられて然る可きと思ふにつけ私は此の骨

組に就て検討を始め、殊 iと耐震的[ 買値K 就ての研

究をしたわけであります。調乙では勉強を終つ℃

から 、スヰス 、オランダ、 イギリス等でも此積木

構造の例を多少は見ましたが、何れも凋乙のそれ

と大同小呉で、あったと記憶して居ます。

8  
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腕朝後、昭和七年早稲田大串理工科陀依願して

樺浩唖の部材の態盤強度を、叉帝大地霊感誉主主陀

蝿し数ヶ月十亡捗って地震計による耐震性を測定し

て、理論に劃する自信を得たので、其の後は積極的

に宜施したのであります。此底に特殊木構造十数

午の足跡を省みるに、 日本に於ても亦其の多くは

トラス陀就ての研究でるって壁' 置の骨組とじての

所謂木』骨構造に閲しての殻表は僅かに合せ桂或は

添 J 主を用ひたものの外は寡聞の尽か録り聞及びま

せん、それは一つにはトラスの様rcj維かしそうに

見えない草と又一つにはトラスの様にj反手でない

せゐも有るのでせうが私の;笠l強から考へると 、材-

Ｎ ｾＺｾ Ｚ の節約小や ｪ で間に合ふ 事、運搬費の低減 、 大二ｲＮ

2え鳶手聞の節約、それに耐震的強度が大である等

の鮪から 、3質定附は: 充分研究すナ. る陀慣値喜るうるばカかゐりでで

、

f無{黒民くし‘ t進陸λん，てで、ブ大4い陀5責更施して頂き度いと希希. ふふふ者

ま1 b ります。共為でヨえに私案: の妥結'と試弘の結果と

に ｾｾｴ て断続己し参考に供し度いと思ひます。

構長 Ｔ Ｎ Ｕ 担ｅ 自至 Ｖ Ｎ Ｐ 腫角の桂を二本宛約 ＴＵ Ｎ 短ｾ

l乞並列し、高さ約100糎毎I ' i : 銅線を挟んで・ボーノレ

トで締めます。根太や梁受けも同; 儀佳間K 挟まれ

根太は;仁蓋「ζ 緊結します。二階梁は小梁とし梁受

けに乗ると同時十て椛から桂へ縫ひまナ。小屋組は

自由て、すが是も合; 掌を細かく梁毎に乗せて更に小

材で縫へば、家全植が龍の様陀怒り感カが平均に

分けられて耐震に有効でありまナ。

今迄JI k も使間された 5.6 角桂に就て従来の構

法による 12. 12 複 (i 羽寸角) 桂とを比較すると次

の践になります。

私 案 構 dミ ヂf 来 ; 構 法

E 百日ニ;JE
C町，2 ｣ ｭｾ＠

桂断面積 (i 2. 72 間桂断面積 43 . 9¥)1' :
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即ち積立桂に於ては断面積17%*=減じ、強度に

於て 1 7 %自至 369%を増す誇ですが、 ポールトや

ポールトの緩み等を考慮すると量はほぼ等しく強

度約 2 倍と見て大差無いものと思はれます。

壁長 1 聞に就て之を見るとき断面積に於て約四

% を減じ強度 K 於て 235 ....， 738%を士脅すととに友

ります。従ってボーノレトの援みを考慮に入れても

且つ温度は語に大でありますから経済方面から考

へると技のｾ商積を吏陀少くして差支へ無いとと

にたります。 1ま際には 4 .5 糎角二階建む住宅を相

常多数建ててゐますし部材と部材との緊結も要

所以外は大釘を月j ひた例が文相常多いのでるりま

す。

序ですが私は釘と其の打方K 就て調べて見皮い

と考・へながら未だに果し得ヂ残念に思って居まナ

トラスは各種デベノレの有る今日は構成に除 P苦 努

は無いのですがＮ昭和六年頃始めて紳 Ｒ 奈 川Ｉ ｾｦＺ下で

小早校の講堂を建てた営時にはデベルは手K 入ら

すコボーノレトのみで張関14 .5極のアーチ型を組んだ

のであります。まととに無謀な話の様ではる Dま

すが、元々7象算の少1 t . いょに底抜団関l o上に建て

ねば友らヂ基礎K 其の大半をとられたので致し方

なかったのですが. 施 工 に 際 し て は 充 分 注 意 を

した篤か今日向何等故障を生じて居りません。此

の時は桂は 6. 0極角を用ひトラスを受ける組桂は

同じものを 12本使用しました。木材使用量は、 平

坪常り 17尺8 ポーノレト 31本此の重量1 . 430買でるり

まナ。

次に耐震[ 買値I ' CJ l i t て、 「地震」第四巻第十一就

から観測l者間宮理皐士む報告中主主主黙を極めて詑

しますと大骨量次: の按1 ' C1 t . ります。

私案構造 普通構造

建物の位置 東京都滋谷区内 同左

地 震 計 の 位 置 地 下 と 三 階 床 同左

地震計 今村式簡箪微動計 同左

建物の自己振動週期
E- - W 0. 20 0. 2!'l 

S - N O. l R 0. 22 

地震時の強制振動による上階振動の最大振幅と地

震振幅との比

Ｑ Ｑｩ ｬｊｾ 作用

耐震能力

約1.8j 音

大

大

約4.8倍

小
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此成で注意されるととは同 じ織な同己振動をも

っ建物でも格 ｬ ｾ の如何によれ地震時の強制振動

陀よるJ ニ階振動の振幅の大さに非常主主差た生歩る

事) ; 0 ふるに将宇治の如何によつで制振作用に差を生

じ耐震能力を左右すると云ふ事責であります。

例へば住宅の外壁iて石を貼った数例や、餓筋コ

ンクリート迭の上 l亡木造を乗せた例に於て其の間

何等亀裂を生じて居らお里! l i i . J ，ら此積木構造による

建 j勿の tiidUJ が非常に小さいととが想像されるので

あります。又柔軟な仕上材を使用しても骨格の振

動が少ないので此の聞に障害は無く 、要するに1台

上材及敏号室材料の撲俸が自由でるあと云ふととは
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建築士にとって有利左足依件であります。省みれば

私が持制直後個展を聞いて私案喜三殻表し説時は僅

かに数名の技術者が興味を持ったに過ぎ主主かった

のに、今日では殆んど悉くの木造が計算を基と し

て貫施され、行政取締の方面に於ても亦計算陀根

磯を置く様に主主ったととは、かつて省視膝.で私案

i乞就て説明をした営時を思ひ合せ皐K 感慨深い と

云ふよりも 木構造界の震J冥に喜ばしい限 りであり

ます。倫冨a 々は更に一歩を進めて戦捷後の建築界

i亡於ける木構造に就て勉強 を績け なければ主主らぬ

と思ふものでるります。

( 錐肴は中国海閥絶殺務司公署建 築技師〉
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進 展 せ る 木 準 建 築 を 顧 み る

戦況の進展文進展一倍、闘民各 k 戦闘配置につき

強力主主消粍戦に一機? とりとも多くの航空機を、一

員たりとも多くの培乗員を、一丁たりとも一獲た

りとも多くの銃を、弾繋を、 1必要とする大東TIR確

立、東亜民族に依る東亜建設に挺身するとの大戦

下に在って、戦闘の進展と共に毎々そり必要の度

を加へ、増設へ、増築へとあはたどしい臨進を韻

けつつるる。建築界過去の餓とガラスの建築は戦

闘配備に依- る園カ生産の精強に依って綿ぺて園を

守 Jる兵務l乞捧げ、之K 代る木構造を以て過去の銭

とセメントの建築場の位置に臨進し、震に白木技

術界否建築界が世界に誇り得るに充分なる構造法

を以て君臨せんとしてゐる。その目も覚るやうな

木構造法の躍動進展の跡を逝く年を迭りつつ何隊

し来る年の新らしい挺身蛮足の一端とい? とし度と

思ふのでるる。

1 木構造の基礎的方面につきて

鎖筋、鎖骨構造に代る木構造の躍動、賞陀吾等

をして驚異I ' C1i直せしむる躍進振ムその構造訟は

人の知る如く 、鍛骨構造の理論をそのまま木構造

に臆用したのであるが、木材の性質其のものの攻

究と解決に依って一段とその構造法の進歩を逐げ

過去に於て木構造界を風慨した濁逸構造界をも脚

下に置かんとするの勢K 向ひつつあるの現況にあ

り、木構造の進歩は先ヂ其の主材である木材の研

究より入らるべきものと信歩、感界各方面に於て

木材の研究は長い過去より着々と儲けられ漸うや

くその内容の解決と取扱に針する諸性質の探貨をと

終へ究明せられたる諸結果、結論に基いて構造の

規 準が計霊が樹立せんとして来てゐる。先づ木構

造の基礎をなすもりは木材の撃力性質の解決と安

明とれは過去幾多の皐者に依って攻められ、特に

構浩計算上及構造上最大の費! k 知友りし木材の快易! ・

も逐次解決し、特に合7)( 節に闘する研究は森博士

に依りて解決の端緒につき、木材の腐朽の解決は

十代間博士に依って着々と進められ近く解決の機

を得るものと思ふ、衝撃に依る木材の強度試験は

由

回

国
回

:.:1:. 

t 円

後必感士に依って蹴けられ、嚇k7とる牧磁を牧め

つつあり 、又一方新構法として将来注思はせる腰

策強度の試験と攻究が“ 尿素樹脂K 依る木材の接

着強度と之に影響を及ぼす諸要素円と題して永田

良夫感士に依って着々と績けられる一方、庚梁聞

の構造に劃する架構の撰みに劃する一時示が高橋

陸夫氏に依って“ 木造架構の携みと架構白旗形に

就て" と題して一方法を教示されてゐる。架構 さ

れた部材の木材が振甜'J I ' C 裂すして如何に振動を需す

かと云ふ、綿密主主研賓が小倉武夫に依って露 さ

れ、その一部は既に奇襲表されてゐる。仕口、重ね

梁に開ナｾ基砿均研究が概橋博士に依って“木造

斜仕ロ1 ' L 闘する研賀川と云ふ表題に依って需さ

れ、叉後藤準土の手に依って“ 接み遣と一定限度陀

牧めんとする場合の木造重ね梁設計法一家" と云

ふ題の許にその成果を畳表されてゐ .::50
斯うした

木構造の基礎を得ナ貴い数々の貰験的研究が公に

される一方、多年木構造を攻究 され賀施し来られ

立i反左足成果を得られ今も倫ほ攻交を績けられるる

火戴省、管繕管財局の手K 依って木構造の進むべき

方向と計算の依るべき規準を“ 木構造計算規準

家円と聞して多くの計算に従事する方の需めに資

料として殻表されたる事は木構造方面花開興する

喜子等として喜びに耐へ古る庭1'J: T.  又他方吾等

の無関心なりし背答'J の強度に及ぼす影響が日大の

江崎教授に依ってその結論が明らかにせられ. 叉

室医者の攻究t亡或る“ アテ材の構造強度K 及ぼナ影

響" も厨下進行中近くその結論を公にする日 も来

る事・を約束するものである。

2 戦 時 下 の 建 築

一億閣民事げて決戟の配備につきて各々の分婚

の職域に一意奉公の秩我が建築界も愚前に比すれ

ば全く打って代った憾制を示し一片の餓鋼をも園

に捧げ図を守 る兵器た らしめ、震に建築分野に於

てもとの錨鋼に代る資材材料を以て建築せん とナ

る方面が浦拓され我園古来特有産の木材に依る構

造の劃期的た進歩を逐け・錨鋼を資材とし て使用建

1  1  



築した、建物の梁間にも勝るとも劣らd " る建築が

木材を材料として部材として構造され. その勇

姿を決戟の白木各地陀: 海へしめてゐる。工場建築

陀、特殊建築( 格納庫) に、住宅建築陀全く改新

された様式を構法を採用して績々と建築されてゐ

る。住宅管閤陀依る住宅の大量生産明年は更陀増

加して全閣を併せて 7 高戸の計蔀カ帯J てられてゐ

る。過去陀於ける虫nき手数をかけ無猷の多い構造

法、住宅計番を改めて戦時下日常生活に必要えにる

だけの面積と童数を侃iへたる賞用; 本位の住宅建築

を以てとの要求を容れ決戟下人口 :府産の方策・を、

施策を提供し、早婚を園家と共に提言してゐる他

方特殊建築に於ては資材を節約する新工法が採用

されてゐる、とり構造に依る進展花関しては次項

に護る、而かも二次、三次と建築統制の強化が質

施され不念の建築は一切許可されすヘ僅か陀明夜

の1 : i t め陀都合地K 集合せる工員告事務者の矯めの宿

舎、住宅が十五坪まで、の範閣内に於て許されてゐ

るが. とれとても資材の入手困難と大工、左官の

忙殺主立に輔出の駕め思ふ如くt : J . . ら歩遅々 たる倣況

を呈して来る年を迎へんとしてゐる。

5 構 謹 法 の 進 展

上越の如く資材の節約と工期の急速が叫ばれ相

次ぐ突貫工事に依 Dて、ととにとうした要求に膝

ヂる構造法が生れ奮来の構造法を打破したものが

現はれるのは営然と云はねばならぬ。奮奈の如く

専らヂユペJ レに依った構造法が次第に薄れ行きと

れ陀代る新機造法即ち木構造に力感一一鎖骨に於

行るトラスラーメンの理論の採用一ーを臆用しボ

ーノレトー. 鈷張りで構造を震ナ、質陀世界陀冠たる

構造法が登明され着 k とそれを陪月した建物が圏

内各地に建築されつつある。との構迭に依れば鋼

材がデユベルの約3分の l f ' Cて済み工1聞も誠に早い

と聞く、全く世界K 見d " る革新的友構法と思ふ、

貨に河野博士の世界的木構造界の改革と申さねば

ならぬ. その竣工物を奔見したのであるが全く木

材が鋼材と何等異主主る事のたき程確然と組まれ、

その構法たるや一本の棋を以て従横陀配りなした

る如く 、その構法の鮮やかさ買に見るものをし℃

造型美はかかるものを言ふかと云ふ念に打たしめ

る。其の他織本氏に依る構造法の改革全く未だか

つ f 見ぎる費化 を呈してゐる、とれが現在のま L

1 2  

明年に入って行けば未だ々未解決の木材の性質を

極めて全く驚くべき構法が現はれ建築! 史上ー費せ

る如き構造法の出現を今から期待して疑はえにいも

のである。斯うして希望を以て今年を迭り来る決

戦の新春を迎へたいものだ。

4 大梁聞の建築の進展

木精進を以て建築される建物の決聞は従来Jt i+

大嘘決まった虫f1 くであったが. 最近の一年間時代

の要求に答へて木構造陀依る梁間30米から40米50

米と云ふ大梁聞の建築が次々 l乞現はれて来た、そ

の構造はトラスに依る構造法で建物と三銃式ラー

メンとして解決してゐる。とれが耐風、耐震的に

巌然と施さ九それが要求に腰、じてゐる。: tVi ラ去っ

た大梁聞の建築は特殊な方商にのみ強展してゐる

が一般構造界としても見落ナ事の出来主主いもので

ある。斯うした大梁間建築木材のカ象的性質の未

解決の篤め不備の結も有ると聞く 、一日も早く解

決の上更に大梁間建築の琵E28こ期待して止まない

ものである。

δ 施 工 界 の 展 望

戦線の蹴大に依って兵員の府加を要し、人的資

源に士曾加を要し、他方生産搬充に依る持出誌に現

地建設へむ分出等陀依る諸国陀依って施工界も人

員手不足を来し、従来まで専ら徒銘養成陀依って

その補ひをつけて来? とのであるが、今やとの方法

は不龍と友 h 若き機動力を有する諸工員は閤防

の第一綿に立ち、残る年配の工員に依って施工方

面が機常せられてゐるが、工事は念: を主主し突貫叉

突貫の工事を質施し、工事は四方八方花開工され.

人力はなし、工事は念ぐと云ふ僚件に依って・ぬ工

界 、全く閉まぐるしき一年を迭って来た。その閉

幾多の統制が加へられ、工員の徴用と、臆召を見、

施工現場も決戦色を濃くいたし、 ノミ持つ:手も、

カンナ持つ手も、銃取る手と何等兵たる黙なきま

でに立到ってゐる。而 しーヶ年を遇して災害らし

き災害も主主く、無事諸工事a : : 進i歩いたす事ムの出来

得たるは全く喜ぼしき次第主主 k 工員の不足技術

の養成を計る矯め業者聞に二、三徒弟皐校を設け

叉技術員養成所を設けて、長期決戦陀封慮。してゐ

る、誠に業界施工界の矯めに快ぼしき事だ、現行

の施工. 陀劃ナる諸見は建築世 (7頁へ績く)



計算 表国

建築構造計算に於て計算を簡単起辿化するため

従来より積々の表及び闘表が盛んに使用されてゐ

ます。然し其等の園表は、普通費3設を三つ以上回

表中に組合せて表す事が困難で、ある闘係上、或る

場合陀は甚だ不便を怨はせるものがるりました。

事質一般には径数が三つ以上有る場合が多いの・で

あります。近来計算問表皐の護主主により、 ILg鑓数

五費量主の場合でも一葉の悶表中に柴に組合せ得る

様になり、数値計算上些程の精度を必姿としない

工み上の計算K 於ては 、回表を使用する事によっ

て計算上大いに便宜を得られ共の| 賃値が多レ、にJe

大して来ました。

建築の構造計算に於ても、との種む闘表が弐 k

に蛮表されてゐます。筆者はとれ等先人の示唆を

得て種々の系統立った闘表を製作して意外の便宜

を得てゐるものでるります。今般本誌の指示陀よ

れ其の一端を護表させて載く事の出来ますのは

浅皐の身lて取って誠に幸とする所であります。

今回は日本保令式にある木造梁: &0: 同じく桂材

の断面算定闘表を設明致しませう。幽表の製作理

論及び作固法は紙量生む開係、上、えの機曾t仁王b.表さ

せて載きます。

基本式は帰l知の

1  : 直墜のみを受ける場合

れ = - J - ー: ' <  fc ' ' . . ." ...(1) 

A Il - O. 02 日j

11: 直鹿と曲モ ーメントを受付る場合

U  I恥、 H

σ仇C = : 一アニ一寸τ て

AIはlト一 O.U2 (I-) 

] [ : 幽モー メントのみを受ける場合

d b = - f一三 fb ω  

P:  ィ苛重

M: 曲モーメント

Z : 断面率

A : 断面積

d :  (1) 式κ ては断蘭のM小径

岡 本 忠 行

(2) 式κ ては出l能傘に (1( る断的j の中軸iζ tEL

角なる僅

fじ: 許容鹿縮臆力度

f h  : 許容曲グ感カ皮

をl lXり (1)(2X3) の各式共. 玉角悶形及 0: 矩形の三つ

の場合に別けて製作致しました。

(1) 式及(2) 式 d/ l の最小値に.は下表の虫11 き制仮が

あります。

階 }3IJ 階

時竺j

: ス

瓦 : レ 瓦 : レ
lノ

瓦 : 1  

ト j ト ト

一 一

卒 家 建

ご 階 建

ヲ ＵＺＳＰＱＳＰｾＭＳＵ

三 階 建

22- : ヲ5125: 3Q.

e  1  直 監のみを安ける場合

σ  =  - - f  p  1  、三三 fc . . …・…・・ (1) 

A，1- - 0. 02 ｾＩ＠

(1) 式を費形し正角桂闘桂及び矩形桂む三つの場合

陀別けますと

ω 正角柱 P 手 山 口 ( 1- - 0 吋ロヨ 性)

ω 凶 桂 P <寸d
2

o: l - 0 吋コ (5) 

ω 矧 港 日 山 II〔日吋コ (6) 

dロ: 正角住むー謹

bゆ: 間柱の直径

dll :  短影桂のー謹

b :  矩形桂の d 以外の一議

第一園表は以上三つの場合をー園表中に組合せ

たもりです。

使用法は、 P，fc 及 l の値が奥へられたる時残

り一つの値 d は、 P と f を結び P/ f
c
ｾ求めるか、

又は計算でP/ fむを求めるかして後 l とl ' /fむを結

んだ直棋と 、中央の網目中の正角佳及び陸i ! ; 佐を表

1 3  



ナ曲線か、又は任意の b を奥へる直線との交貼を

求むれば、三つの場合の夫々の d の値をー直綿上

に求め- i 5 事が出来ます。従って同-11犬件む就に正

角柱潤柱叉は矩形柱の任意の b f L 劃癒する d の値

の比佼研賓が出来、最遁熔せる d の値を求める事

が出来まず。

t  k g/c m
2  

M 

p  == 20 fc ==80 1  == 3. 00 とすると

P  /fc == 250 

正角柱 dロ= = 19. 1 c m 

本盆柱訂算図表〔i7 日本候令弐; Ｍｐ ］ￂｦ｛ｬＭｯ Ｎ ｯｾ Ｍ￠Ｚ｝＠

守-

-
-

3  

z- キー 9 E 倫柱下回fl o [ 1- 0.02  ｾｊ＠

同社1 > = - f 1.，1持[ ト川弘]

恒粉在予=f d

o

b[ l - d. 02 弘J

1>'" ztf 1  ... ＳＮ ＰＰ 同主ー ＸＰｾ

ｾｴ 圃 ｚｏￅｯ 喝ｾ ＢＢｚＵＰ｣ ｬＱｾ＠

正f ur d 冒 険 .1 制

調 車 主 d=21. ' ι H 

費量影後一 ｢］ＱＵ 肘 ・Ｎ ｾ ｾ＠ 22. S" .， 

oJ - :o問

① 

l l j. 

50 

50 

『戸。



国| 柱 dゆと 21. 1 c m 

短形桂 d
ll

=  22.  6c m 但し b= 1 6 c m 

叉 d ( 及びb) 1;及び P を奥へて fc を求めるには

よ例の逝を行へば良いのです。 d ( 叉は dとb との

変動〉と l を結べば Pj f c を得、 Pj fじと P を結べ

は fc 線上に fc の値が出てゐます。

縮往材の材質を限定して fc の値を成る一つの

値に定めると、 Pj fc の値は P I ' C て表されますか

ら、 Pj f c の代りに P の値を Pj f c 線上に記入して

置きますと、 Pj fc を計算せやに直ちに P及 び l よ

り各々の d の値を求める事が出来ます。

例へば fじ=80 kgj c m
2

としまナと

等になりますから上表の l' j fじの所I ' CPの値を記入

しますと fじ=80 k gj c m
2

の時の P. l. d. ( 及びb) の

閥係を表す図表が出来ます。

¥叉 d = 2d' とすると (6) 式は

1  _ _  _. I  1  1  ¥ 

ｾ＠ ;':_ <  b  d'  ( 1- 0. 02 :- ーっ) . . ・…. . 一 ( 6つ
2  fc ー ¥- . . . _ 2  d ・/

(6) 式と ( 6T 式とを比絞すると明白なる虫f I く間中

の如き d の大きな値の不用なる時は、 d の値を弘

陀とり其れに従って P. Pj f，及び l の値も%に1' : r . . る

様に記入し直すと鞘々精確なる値を求むる王誌の出

来る圃表が出来ます。との際 b 及び fc の値は、

(u' ) 匂示す如く夜来のま l C 2 ) 値を取ります。注意

主: 要する貼は、正角桂及び闘佐を: 表す幽綿が右み・

に移Ji:}Jするととです。」ビ角粧の場合は d = b なる

鮪を連結すればよく、岡桂の場合は (5) 式と (6) 式を

比依するまでもなく b = d庁/. 4 なる鮎を連結すれ

ば求められます。

e  II 直藍と幽モーメシ卜差受 lする場合

(2) 式を

σ = 人 f - l f + ドfc 但)

ｾＮＮｉＮＮ＠ ¥.L V ・v “ d )

P  f.. M 

u = 7」 一lー+t L ZUc く2' )

A，1- 0. 02 ｾｏ＠ - 0  

の特別なる形と考へると、 ( 2' ) 式は fb =ι 左足る

聞 2) 式となります。本国表にては ( 2うを一般の形

として製作しました。 (2) 式の場合は fb =  fc とし

て本国表を使用して下さい。

( 2

/

) を正角柱悶桂及び短形桂の三つの場合陀別

けますと

正 角 住 : fc ミσ - p l 、+

d
2

r  ¥ 1- 0. 02 cl .) 

fc 6  M 

一一一一……. . . . . . . . : . . . . . . . . . . . . (7)  

fb daロ

闘 柱 : fc ミσ = τ でァ， P 1  、+

短形桂・

ニニー G サ( 1- 0. 02 ニー )  

4  ¥ - . . . _  dφ /  

fc M 

- τ  一 ・… …  ..・ ・・ ・・・・・…・ (8)

fh ...:..: _  d品 :1

v  32 "  

u  

fc ，.::三 σ = 一一一一 - ー「一一 +

b叫- 0. 02 ｾｊ＠
f向日 M

ーと一一一………… ・・… .. .. …  (9) 

f h b  d
2

J 1 

(1) 正角柱及び闘佐

正角柱(7) 式及び間柱(8) 式は

1 ミ子 / 1 ¥ 1 + お く7')

叫 d2( 1- 0. 02) d - 0  

、 4 P  1  ， 32 M 6  

1 二三ーァ 一一 一 一一ーァ+ 守ー 一 一 … (8' )

ーπ 士 / _  .. ^ ^  1  ¥ 6πf h  d3 

. c dZ(  1 →.02  d) v " - o  

( 7勺 式及び ( 8勺 式を比較すると、く8う式は(7' )

4  P  

式中の Pj f c 及び Mj f し の 代 り に 夫 々 jt × ζ 及

32 M 

ぴ ァ x ;- ーを世き襲たものであります。従って

りπ I b

( 7勺式を製作すれば、Pj f; 及び Mj f b 注目盛直

せば ( 8' ) 式の圃表として使用出来ます

第二図表は (6' ) 式及 ( 7う式を一国表中陀組

合せたもので、其の使用法は Pj f c 及び Mj f baと

強め計算して求め、其の雨貼を結び. 中央の網ヨ

中の l 線( 破紘j とり交黙を遁歩る d 紘〈賃制〉

及 d/l ( 鎖綿〉により d 及び dj l の値を: 求めます。

M =  1. 0  t . M 

f
h  

=  !)O k gj じm主

とナると

Mj f
u  

=  1  1  1  1. j  

故に

P  =  5. 0 t  1  =  3: 00明

c  =  80 kg/ じm
2

Pj fτ =  625 

1 5  



正角位 dロ= 2 0 .4. c m

'

L

J

Z

 

--。“

〉

d

了

て見ると明白ですが. d の債を見陀目盛り.直す時

は I I'I 始、} ' j f" は 弘、M j f b は
l

んになる綴に記

入し直して下さい。又 d の値を 2 倍ナる時も% 倍

ナる時に準じて夫々その逆数倍して下さい。

(2j 矩 形 柱

{ 白 M

f F U =  /  ｬ けて ｢､ｾ ......(9) 

bd¥1- 0. 02ci )  ' U  

図 佐 dゆ = 24. .0 c m 

d  1  

ー ラ ー

1  2 2  

との場合も f を或る定まった値に限定する時は

l ソfじ及び Mj f
uの代り陀 、 P

及 びM を記入して置

さますと 、前悶表の場合 と同じく便利です。

叉 d =  2d' を ( 7勺 及 び (8' ) の雨式に代入し

1  (5 



特陀 ｨ＼｣ｬ にして ｾ｢ ｲｲＺ劃して挫屈 Ｎ を考慮する場

合(9) 式中の lj d の代りに lj b を代入した式が成立

すると考・へられる時は、

f じ 6 M

fc ミ;;， a = 一一一一一lて十 五τ 石 . . . (10)

bd¥ 1- 0. 02

b
) 目

(9) 及びQO) の雨式を費形すると

P  1  l Vl  () 

、 ，一一一一+ ーモ …(りつ

Ｑ 之 口 ｾＨｾ Ｍ ＰＮＰＲ ｾＩ＠ f
h  

b  (12 

1 主主7 - L - f y +よji w ' )  

d¥1- 0. 02 b)  

第三国表は ( 9' ) 及 ( 10') の同式をー幽訟中に

lO-: 

組合せたもので. 其の使用法は Pj f c b  = 子、

M j f
b  

b  =  M ' をE象め計算にて求め雨黒占を結び、

共の線を Pι - M' とナる。

(9) 式の場合 P' - M' i線と中央網目中の i 線

( 鎖線〉との交鮎を遁十る d 続( 賀線〉及び lj d

線( 破秘〉より d 及び l j d ( l _ ) 値を求めます。

00) 式の場合 l j b を強め求め圏中の l j d綿を

lj b 綿( 破線〉と考へその線と P' - M' i 線との交

貼を遁やる d 綿( 質紘) より d の値を求めます。

M =  1.  0  U I  P  =  5. 0 t  1  =  3.  00 ｾｬ＠

f
h  

=  ! ) Okgj c m:l fc =  80 k gj cm'
J  

b 土 1 5 c m

とすると

。R

"jl =5100噌 M =  100酬 やM ｾ］ｾｾｏｍ＠ 1  1: d = Z' I - 日開会・ 12，5

f，a  6O'i，U 九= 9 0 ψ 剛 b・15，，，ド d

1" .11: d- l 性B門

別，b-' ltJ6 t"yl，. h  ｾ＠ 7年.同 月も冒初 j  

1 7  



..・
M/fb b  == 74. 074 P/fc  b  == 4. 166 l/b==20 

故に

(9) 式の場合 d == 24. 0 c m， l/d  =  12. 5 

QO) 式の場合 d == 24. . 8c m 

第三回表の場合は、P/fc b 及 び M/fh b は f

及び b が共に夫々草稿に受化します・ので繭者を

ある一定の値l乞限定せね限前二附衰の虫11 き便利は

得られません。

然 し b の値を、 一般に多く使附されてゐる 10. 5

c m及び 12. 0 c m f . l L ) て限定しますと f を定める事

によって前二表の虫11 き便利を得られる僚になり ま

す。

エくd を% に回感り直ナ時は ( 9' ) 及び ( l U' ) の

開j 式 l乞

<l ，""， 2d'  在代入すれば明白なる ｾｉｉ く、 ｐ Ｏ ｦ ｣ b  

は %、M/ fb h は 弘、l は % に 目 盛 り直してドさ

い。 fEl.し l/d i土其のま与で、す。

i  ] J  幽モーメシ のみを受ける場合

は ヴ日 Y ω  

M _  _  <l ，;I 

( 川 角 梁 主 豆 Z = - t dJ J U形 の ー漫

侶) 且 | 形 梁 予 三 Z

" b 

(3) 短形梁 ドヌ

= 三 do !-l ...dゆ・闘の直経

32 ｾ＠

bh
2  

=τ - ………
.. .... b  : 梁巾

h : 梁或

第 ［ｊ 可 ＱｾＢｉ Ｚｩｩ長はこの ＱＱ )(2) (3) の場合を組合什た もの で

M と f
h を結べば中央の綿に JE角材のd N(. び凶形

材のdゆが出てゐます。 その鞘と b を結び延長す

れば矩形材の h が求められます。

M == 4. .5 t . M fh  == 90 kg/ c mヨとすると

正形梁 dコ== 31. 07cm 

闘形祭 dゆ== 37 .  30cm 

矩形梁 h  ==38.70cm・. . 但しb==20cm

ｾｉｖ＠ 以上各闘表共主として他の教を奥へて d

を求める方法を説明教しましたが. (1) 及(2) 式から

d を求めるためには、 d に開ナる二次叉は三次の

方程式を解かねばならす= 叉方程式を解かぬ時は、

任意の d のi査を限定して原式に代入し て臆力 σ の

検算を行はねばなりません。二本! 剖表は二次又は三

1 8  

次方程式を圃上で解ぐ法でるりまして、種々白{ 際

件 f q撃す=る d の値を容易に求めイE し比技研賓が事憶

に出来るのは本国の後れたる貼であります。

s  v  既知数に d 是含み他の一つの値を未知鰍と

する場合

との場合も d aと求め る場合に準 じて作闘すれば

楽に求められます。其の例は各自試みて下さいと

の場合特に注意を要する鮪は、

第三回表 (1) b 凌求める場合

(2) fb =  fc として σ を求める場合。

第二回表 (3) f" == fじと して σ を求める場合。

( 侭し fc == fIJ は{2) 式の場合を表す)

の 子そつの場合は直接 b 及び σ を求占ちるE誌は出来ま

せん。以 F:民の求め j j・3と説明致しませう

r  1 ]  (1) の場合

7象め . P/fじ== 1ヘ M. /fh == M' 生計算 l乞て求め

P/fc  b 及び M./f h h 線上の目盛 を其の憧利用し て

ν P "  

P'  ;及び:' M' 又は == i¥，r l l 'なる如き P" 及び M I/

M'  M'  

を取れ共の雨鮪を結び零なるニ里占を結んだ也; 綿

0 - 0 ' との交結 0" を求め、其の交果占と. 中央の

網 目中の l 線と d 紙との交結 K ( 1. dJ とを 結 び

P /fピ b 線及び M / fh b 棋との交結を X 、y. とす

れば

o  X  == P/fピ b 0 '  Y  == M/fh b  

止 な れ こ れ 苓 の 他 と 先 の l' / fピ Yえび M/f lJ I し に

より b ｾ ＺＮＧ Ｎｋめる事が出来ます。然しＭ般には ｐＢ

-- M" 棋 と 0 -- 0" 掛との交製i を木闘表上で求め

る事は不可能なる場合が多い。

然る時はその交結を考慮陀入れて ｋ 賠 ｾ ｬＮ d .J を通

してその交鈷 0" : を遁過す'ると思はれる X - Y 線

を引き P/ fc b 及び M/fb b を求め

P  P  M M 

ζ " " " fユ==iι ""-f じ b ==U

により b を求める。との式の左右雨値が等く友ら

ね時は、繰り返し X - Y 綿を引き直し雨者相等し

く友った時の値 b を求める。

少し繁雑で、はあるが幾何準的友作田 j宗左説明し

て置きましせう。
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」い陵二:六宍 j
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、〆/ぐこと:刈よ:::〈

与がと子二ーで Ｚ ＺＺＺＺ［ＳＢ ｾ Ｍ Ｍよミ ヰﾭ
mha，aaAFJ ; 二-;......... ... 七'刈'. 1 iiA 〆凶'

野o j..----- t1C〆O' c'.1 xy 

J /  

作同法は Ｑ ＱＱ Ｑｾｲｬ 巾得統の付した矢印の ＱＱ 隔に准 Ｎ んで下さ

しぺ。

ｏ ｰ ｬｬ ｾ ＮＮ ｍ Ｏｉ八， K l，〆0 1' /' とし 1'/' . M " との交

貼を L とし1' 1l - M/' 〆O A とします。 L A を結び

0 0' との交鮎 をB とし、 K B を結び O' M/' との

交拡を C とし OC を結び O C〆X Y なる筏-にK 黙

を遁り X - -y 紋を引け i宏、X - y 斜は* むる棋で

0 - 0 ' と P/ ' - M/ ' 雨緋の交黙 O" k 通過します。

幾何‘ 眼的; m: 明は省略致 します

〔幻 (2) 及(3) の場合

( A )  (1) の場合の Pj fじ及 び Mj f h
の代りに

P
及

びM 又は Pj b 及び Mj b の仙を用ひ、て (1) の場合

曲モーメ、/ トヲ受ヶ1レ昔日本才庄町国? 夫定表

CI唱

h  =  3s.70CH…・ ill b  ... 2s c刈

dロ= 3 1. 01川

d; = 3' 1. 30 l 刊

21- Z 

均 zーザ- -_.e  bllh 
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に準じて求められまず。

( B ) σ = σ け の= 7 Lh + 与

A トー0 . 02d-) "  

イ円 し σ1 ｾ＠

(̂J --0 吋) ' ー- z  

とすると

内 lま (2)式に於 て M "" o

t1:? は (2) 式に於 て P  =:  0  

む場合陀相常します。

.  (2)  

σ1 ｾと求めるには ｍ ｪ ｦ ｨ == 0 又は M j f¥、b == 1)な

る黙 と中央の網円ヰi の Iζ 賄 ( l. dJ とを結ぺ( ; f P/fピ

えは l' j fピ b を得、従っ て之より 1] 1 が求め られま

す。

( j 2 を" *め るに は P / fじ = 1) 又は P j fピ b == 1) な

る獄と d 線を結べ1:1." 1 の 111' (の如何に闘せヂM/ fc

3くは M j f.: b  ｾと得 従っ て之より σＲ が求 められます

同［＿Ｕ・ Ｓ と加へる事によって σｾ ［ｊｴめる事が出来ま

す。然しとの場合は岡上で、 11，ｾと 求める事が出氷

山場合があ ります。然る時は主化の方法陀ょ っ ℃ σ

を求めます。

( C J 上の ( BJ の場合の σ== 1] 1 十 円 に 於 て

1] 1 を求める場合は第一|制表より fじを 求める:場

ム

ι J  

f1"2 を求める; 場合は第四 IIIDl荻 より f
h を求める場

合と同様で‘ あり ます、放に第ー- 悶表及び第四阿l

表より <11 及ぴ σ2 を求めて、内 +σ: ? =σ より o を

求めます。

CDJ 以上 CAJ C町 CC J の場合の計算例

第二闘表を使用して

(1) P==4. 0 t  M==0. 32 t  九 1= 4 . 00 ｾ｜＠

fc == f
h  

== 80 k gj c m
2  

( 但し(2) 式の場合) と

すると P  / fc  =  50 M j f¥、=400

d.， =  15. 9cm 

(2) 向上の例に於て fc  =ROk g/ c m 

f h  == 90kg/c m: l とすると

P j fc  ==50 Mj f
b  

==R55. 5 人 d二=15. 45c m

(3) 次に例(1)及 び( 2)の逝を行ひ て fc を求めるに

ｉｾ 士

P==4，0  t  M= = O，32 t M 1==4，00 M 

2 0  

fh  =  90kg/ c m
2  

d  == 16 .  0  c m 角とする と

M j f¥、=355. 5 放に P / fc  == 61.  33 を得

P  4000 

・. fc  =  ーす = 石: -333 == 65. 22 k gj c m:l 

f じ

(4) 例 (3) にて (2) 式よ りσ を求め ると( f ，、== fc )  

1' ==4. 0 t  M == 0. 32t. M 1==4. 00"1'  d  == J 6. 0cm 

P  4000 .  1''' P  80 

( 江〉一 = 一 一 一 ー = 一 = 一

A  32000 . .  M"  A  G40 

ｩｩｾＱ 亡ＱＢ Ｇ］ＸＰ ｾ と ｐ Ｏ ｦ｣ 鯨上 ｬ 亡、 ｍＢ ==640 を Mj f " 線

上に取り雨貼を結び 0 0' i線との交黙 0" と、中

央網目付 !の 1 ==4. 0¥1 及 ぴ d==J (i . Ocm との交

舶を結ぶ と

l' / fc  : =' 51. 0  ( ==51. 20)  N 下 ( ) 内; 主精算侃

M/ fc  ':""， 410. 0 Ｈ］］ＴＰｾ Ｎ ｇＩ＠

ｉｾ 次に σ== 400 -:- 51 == 78 .43  k g/cm:.? 

( 78. 125kgj c m
2

)  

コくは == 32000 -: - 410 == 78. 05 ( 7R .  125kg/ cm:.? )  

( b )  M/ f == 0 と d = l Gc m 1  =4. 00 ｍ との 交易 ｾ

を結べ1;[ Pj f ==12R .・.

4000 

1] 1  == ｾ Ｎ ｾ Ｎ ｾ ＮＮ＠ =  3J  .2.5 k g/ cm: ? 

12R 

P  / f  == 0 と d = l Gc m と結ぶと

M/ f ==GR3 ( ==682. 6)  

32000 

5 ゅ= ー一一 ==4G . 85 k gj c m:l ( =4(] . 875)  

G83 

1枚に σ == 1] 1  +  <12  == 31. 25 +  4G. R5 

=  ＷｒＮＱＰｫｧ Ｏ ｣ｭＧｾ＠ ( == 78. 12l i )  

( c) 第一開表花より P  == 4. 0t  J  == 4. 0"  

d == 16. 0c m 

古文に ( P/ f =128)  σJ  ==31. 2  k g/c mヨ

第四開表により M==0. 32 t?r  d  = 1 6  c m 

より <12 ==4G . 9kg/ c m
2  

( == 41) . 875  k g/ c m
2

)  

故に σ = σ J  + η =  31. 2  +  46. 9==78. 1 k g/cm
2  

( == 78. 125 k g/ c mヨ)

結局との場合は ( C ) の法がー排便利かと 思 lま

れます。

以上を以て例文ながら大植の| 商表の説明及使用

上の注意を終りた いと思ひます。最後に木間表が

諸賢の御参考の一端ともなれば牛革とする所であ

れ且つ又諸賢の御批判及今後の御指導を仰ぐ次

第であります。

(筆 者 は 大 阪 市 技 師 )



新 興 木 構 造 ( ヂペノレ齢) ( 5)  

注意(2) 上記強度をf. r t i 1宋するためには 2 南駒断の窃合{t.

釘長( t . 材厚総和より 3 d 以上長〈仲If し、先縦を反割

方向に折り曲げ、 I  f閉場断の易合lう片似!J 材7 ) 2. 5 以上

の長さとする必要がある。

注意 ＨＳＩ 釘の聞置 ｉｾＺ 次の第 Ｗ 表の様に打込 ｴ［Ｎ ことが適蛍

とされて属ゐ。

第 7表 釘 の 西e li: 

釘 附 ] 附 ｼヂ品受品ｼ誌のｻ也 ｾｉ 釘相互間隔

繊維に卒行に I  10 d  I  5  d  I  10 d  

繊維に直角 κ |  珍d I  5 d  I  5 d  

C1a. し伊J一陣維に添ふrr 間隔は 40d以上を必要とナ〉

( ハ) 修清測を周ひた木材の接合法 ( t 、害時外閣で{ t

茄々貨: 尉に供せられて居るが、害関で{ti A' 1! 度の闘係及過

賞な膝滞期! の安僚に供せられな L 、ため、接合効果l主膨れ

て居ても未だ之を以て接合効果を恕げゐことは理まれな

い現} 伏にらる。

百 ヂ ベ ル 接 合 の 特 質

ヂペノレ {t 木材の接餓問へ挟入し 、ボールトの協力を得

て材の相互鮪投防ぎ、剛な繊手や仕口を作るための談

合用具であり、吾閣に於ても古くから鋭或{ t 太柄として

朋ひられて来た。濁逸に於て新しい意味でヂベノ吋: 考へ

られてより約30年、そ の聞これを周ひた木構溢ゥ: 清々進

歩後遺して、今日の新興木構溢を完成せしめたに就て{ t .

貨にこのヂベルに負ふEむ; 多L 、。今日では恐らく 500 種

類に及ぶであらうと云はれるヂペルも、之を大別すると

次の 4 系統に分れる。

( 1 ) ポールトの局部臆力を分布しようとするものー

例へば樽形ヂペノレ

α ) 予集め雨材の接鰯聞を切り込んで鍍波It 堅木製の

ものを挟入する一一蹴亦It < 形ヂベノレ

( 3) 輪形をなし、予集め材中に掘り 込んだ溝にその爾

ゃを入れ、材との波込抵抗或( t 現断抵抗に依 b

材の艶位を防がうとするもの一一輪形ヂベノレ

(4)  2材の聞に挟入し、その雨前に出た歯を材に墜

入して、一種の感銭に依つで材の襲警位を防ぐも

の一Ｍｾ入式ヂペル

止t の中貸: 用に供せられるヂペノレ l' i①の銚に就いては、

_. 般に貧験を基礎とした計算法占: 普及して屑る。①に闘

してI!. 切目のあるもの、切闘のないもの、段を付し丈・も

の、ｾの付いたもの等があるが 、 木材の位燥牧縮に ｽｉ 回目撃

する切目付輪形ヂベ /l - o: 理想的とされ、吾閣に於ても貧

〈建築家必携〉

験結果が公にされ、亦貧開こ草l即した結果o: 褒表されて

居る。計算上設は寅験上、極めて勝れた耐力のあるこの

輪形ヂベノ吋: 、何故普及しなL 、かと云ふに部材の接自諸問i

へ挟入する輪形ヂペノレ{ ' i 施工に手数。: 掛かれ到底食涛j

に( t供せられなL 、と云ふ結果に置かれて罵る。

ま医者の解験からしてヂペ凡接合l' i 極めてJ i ' l . 純な作業て・

而も髄. J l t の掛からないものでーなければ普及し難いと痛切

に感じて廃る。此の意味で今後のヂペル接合It . ①の際入

式に依るものの中で、前述した二つの僚! 牛を充t: し得る

理想的なものが普及するのではなからうかと思ふ。

1 . 震入式ヂベJ J...

際人式ヂペノレの一般的協伏として( 士、中間板の繭簡に

歯形ゥ: 諮り附されて居て、こ j しをー材に肱入し、他の材

を営て、ポールト或は墜搾穏を用ひて締め付け歯を雨材

に喰込ませ、一種の路館、に依り雨材相互の望号位( ズレ〉

を防がうと云ふのである。

長所: 輪形ヂベルの緩に正磁な掘り込みや、ヂペノレ 1

伺に付き必ずしも 1本のポ【ルトを必要としないことと

歯が極々の方向に聞を有して居る故、之が個々には材と

の聞の滅込抵抗を有する故、材の鰍佐方向に依るヂベノレ

耐力のm. l ) : 輪形ヂベノレに比し比較的少いことでらる。

ｾ入式ヂベルに於てＨ士 、 その舗のｾ溺ＮＱＩＺヂペノレ耐 力 の

強弱に直接関係を有するので、歯の作り方、或{ t . 材質に

注意ぅ: 挑It れねばならなL 、。

蝕 ｅ 植Ｚ朝鮮径 の織に質の硬く 裂け易い木材に ｬ Ｇｩｾ入効

果o: 極めて惑いことと、 1個蛍りの耐カゥ: 比叡的小で、

耐力を大ならしめんとすれば勢ひ形ぷ大きくなり 、座彫

りや医入に容易ならぬ手2設が掛かることになる。

Ｒ 、我闘に古討するｾ入式ヂベ ｊ ｊＮＮＮの例

〈イ〉 トラヂベJ J... ( 浅野物産量受賞〉

短形の中間阪の四隅へ歯を出した鎌銅製品、重量It 1  

伺蛍り 40g 内外、許容耐力l士、 1 個に針し松材の場合

650kg、杉材の易合・{ t 500kg を採り得る。

打込み上注意を要す可き黙l士、加カ方向に長手に材遠

から 1. 5c m与しk 、ポ戸ノレト孔から 0. 5cm以よ離して打込

まねばならな L 、。此のヂペルの底入には、シャコ蔦カを

用ひても容易に中間板が材中に喰込まず、k ! 彫りの必要

があるので 1個蛍りの耐力( t . 勝れて居ても窓際に使用 し

鋭い紋肢がある。

〈ロ) 0 式ヂベJ H三菱商事護費〉

図形中間; 仮の商崩iニ、 3 本乃至 6 本の歯を出したもの

で、各型の許容耐 力 ｬ Ｇｩ ｾ の第 Ｘ 表の 様で‘ある ｰ
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第 8表 O式ヂペノレの安全許容耐力表 kg

工〉種別I 25型 I 30製 I 40設 I 50裂 I 60型
耐力 ______ 1 ｾｖＢＧＢ＠ 1  v v ; - '  1  ' V=.  I  _ V' = I  

重 景 | 田 g I  30g I 伽!130 g  1180 g  

松 材 I 250 I  350 I  550 i  950 I  1， 300 

杉 材 I 220 I  320 I  450 i  770 i  1，000 

このヂベルの50- 60型では、極めて勝れた安全許容耐

力ぶあ るが、中間板の厚みが鰭み、歯数も多くなるので

到底座彫りなしでは使用に耐へなL 、。

( ハ〉 コマデベル ( 市川商曾額資〉

コマの様な形をなし施工の簡易なところから否問て最

も普及されて居るヂペルのーつである。

許容耐力訟材に鈎し 250kg、杉材に童話し 200kg、軍最

( 1 1個常り 22 g 前後である。

( .:.) 丸型トラ、ヂベJ L- ( 浅野物産護費〉

コマヂベル の協の末端を矢筈; 伏に改良し、1 ! ! 入時部材

に起る開蹴を防止し、君主込を良くしゃうとしたも，のであ

る。許苦手耐力( 1 : 桧材に針し] 1to也、 杉材に針し ]<{t o n と稽

して居るが、 1礎資な敏値( ' i 前者のコマヂペル同様と思( 1

ｾ＠ L; る。

(ホ〉 液型ヂベJ L- ( 帝図石油株式合前t製〉

銭者の考策した波迫! ヂベルである。

コマヂペル、関型トラ・" { : ペル、波型ヂペルの綾な単一

簡のヂペルの打込所要敏の算定l士、次式に依り行(1る。

部材感カ

ヂペノレ敬 n =  ' F-"，/1:.評吾荷す

合存 2  問

[ 例〕 第 2 闘の如き桧材使用の格黙のヂベノL 族イヤに於

て、波型ヂペル 1個常り 250kgの許符耐力とすれば

4900 .  rJ ntm( a  - b 爾材関の所要!敗 l

｡ 材 ｮ］ マ ＵＰ キ ＲＰ 個 ｾ Ｎ ［Ｇｊ ち雨領収 ＱＰ 倒鰍入 ｪ

次に a 材の膝力ぶ b材に停(11) ，その合力u; c 材に停

Ｑ ＱＺＮるものと考へれば、 ｢ 党主 ｾ ｃ 材との間に打つべきヂベ

く建築家必機〉

ノレ量殺(士a l b;! 材の合力に依って定主る。それは結局 Cl ，C 2

雨材の臆力差に依ること与なる。

Il Pち臆力差 8.3- 3. 6=4 .7 t  

4700 

依って c 材 n =ヲ5 0キ 18個

(b c 爾材問の所要教にして中心材u
l亡並行κ 配置兵の南側 K 9 伺宛挟入

L! Oi? _ ヒ記算定個敏合計39個l士、この絡黙のヂベノレ線、所

要最で、これそ 4 聞に打込み、 19m mゅのボルト締めと

すーるのである。

第 3 園

4  

亦このヂベノレの打込標準溜置は、第 3 闘の如〈打込む

ことが理想で、特に材の丸味の部分な避け、 7 ラゾヂ

〈中間続〉が重ならない様に.11ポー ルト 孔より除り隔つ

ては締付の効力ぷ湾くなる故、母材への最初の打込み( 1

特にパイプ献の蛍て金を用ひ、日プのある方そ下側にし

て、他の歯先を傷めない様に打込まねばならなL 、。

ヲf ベ凡談合に於て(1ボーノレトに張力が働くため、打込

むヂベノレ数に従ひボー凡ト径と) [ i 鍛( t 次の第 9 表の様に

示すものを選J: 必要がある。

害事 g 表 ヂベノレとポ{ ルト密及座織の関係

一備lの格貼に於ける I ;f- ーノレ卜径| 座餓の大ｾー
ヂベルの総本敏 _ I  _ ( m m)  1  (m m)  

1  0 本 以 下 ゆ 12 !  60x60x6 

2  0  : 本 以 下 ;  ゅ16 I  75x 75x 8  

3  0 本 以 下 |  ゅ19 1 90x90x10 

ポーノレトは、可及的に隅捻子のものを選び、スパナに

パイプj伏の柄を付けて締め付けるか、シャコマ Y を用ひ

て部材を喜美絢せしめれば、，此の種のヂベノレ11' . 容易に材中

へ喰込み簡J { J . に担軽位防止の目的ぷ塗せられる。

( へ〉 ロツコー・デベJL- ( 六輿腐食務質〉

従来のヂベル11、何れも可鍛鋳鋼製品なるため、 at に

打込に際し、ポロポロ破領する綾なヂベんもあるが、こ

れは 1，. 6mt:l). 程度の鋼鋲を打抜いてヂベルとしたも ので
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交互に折 り曲げ歯としたもので・ある。

許容耐カ11松材に針しJ400kg、杉材に鉛し 350kg の値

を採って居る。挟入して肝心な荷重が鋤いた場合、折曲

げた部分に鳴断力 ￒｾ 及ぶため案外脆い結果に終る践に恩

Ｑ ｴＮ ｾｌ る。

CトJ イナヅマデベル 〈吉同商J苫宮妻賢〉

務鋼板製で肝心な泌力の働〈部分ゥ: 折幽げてなレため

前者に比絞すると耐力11極めて優秀である。亦部材に得j

裂を来すことも少く任意に切れるためi磁力に従ひ、正縦

な接合効果を捧げることも出来る。耐力11: チベノレ 10c m

につき松材で' 1' ! : 310-340kg、同じく杉材で ( t237- 2eOkg

位。

使用法It . 部材願力に従ひヂペノレの泊蛍なi る形 )) 中から

総延長，ｾ主重合する様に選び、ポールト事＿中心 ｬ 二軍 ｨ 合ｻ士

せた同心図形に酉Pし、販の折曲げた部分?ヒ折込み、材中

l二区入するのである。只だこのヂペノレ{ 士、木材の繊維守

節危機って容易に喰人らない短所があるが続得ヂベノレと

ｾ入式ヂぺんの長所を巧に採り入れた黙特徴て・ある。

V  ヂ ベ J レ工法

上 海 備 工 作

新興木構迭の手法に依り 、剛性の備はった建築をf 得る

には、単にヂベノレを用ひたからと主えってその効果を期待

出来なL 、。新興木構溢には特に木材の完全なる乾燥と、

紋路の少いことがその要素たる木材に翠まれる。次に滋

出し 1'): 必ず原寸を引付け、こj しから型取りをして、- ，q.

入念にボ ールト 孔からヂベノレの数及びそ の西E置迄占提出を

し、刻込11 : 特に注意を主草する。

ｾ 入 式ヂベル事 ｴ 剤ふる場合 ｬ 士 、 パイプ叉 ｬ 士 通常な金戸ず

る了営て、歯事? 編めない機にl F . T硲に打込み、部材の組込み

には出来得る限れシャコ蕊力事ピ用ひ、完全に部材の絡

燃を接完寄せぬと局部底力が働いて恩It . ぬ失敗を招くこと

になる。 普通組込みには遁蛍な高さの馬を西Eし、地上に

直接佳いては思ふ様に組まれなし、。一度ヂべんを挟入し

て組込んだ骨粗l士重量も鴬み、持運ぶのに闘終 を感ずる

上に無理念して動かせば折角の剛性を失ふ故、重量て方に

便宜な局所 と建方を考慮したとで・組込みに取掛かる可き

である。

2. 賞 施 例

1)  ト ラ ス 梁

ヂペル を用ひたト ラス梁にはプラット型、ハウ型、 ワ

ーレゾ型等。: あれ 木材全以てもヂベノレ工法に燦1Lば自

由に際援坊 としての{ 上口を議るのに同級がなくなった。

〈建築家必縫〉

弦材の長さも短L 、ものを継ぎ合せ、材おいJ 節減11 ワーレ

y 型の方ぶ単一梁に代り 、重ね合せ梁やラ ーメン梁にも

捨て難L 、B還があるが 、際力の解析が単純で、大して間違

のないもの11: 、先づこのヂベノq突入のトラ A 梁でららう

2)  山形トラス

料燦材念願張に周ひた山形トラス l士、陸梁の断商を若

干節約せられ第・ 4 聞の様な単純なトラスゥ: 組主れる。

官事 4  陣

3)  フヰンクトラス

ヂペノレ工法で、フヰ乙Y 9 トラスセ作ること t 'l:，、最も簡単

な鍬工であるから大L 、に奨め度L 、。 5聞から 8 間依 1) ス

パγ には最適である。録者(1 フヰソクトラスの振u 止め

に闘し種々貧: 験して来たが 、水平筋還を取るよれ際縮

材となる第 2祭i緊材を振 tL止め付きの組母屋とした方ぷ

小屋聞の剛性を磁保するに有効ではなL 、かと恩ふ。

4)  エ滑EE山形トラス

二滑節山形トラス It 綾骨格溢で・l士、極めて明日Uな措法

が試みられるけれど、木構迭で(1特殊な金物を使用しな

い限れ滑節の部分占: 恩11: . しくがいが、設計及施工事: 祭

なため木構詣でも着々質施せられ7て腐る。

第 5 I側

第 5 圃11二滑節カメノレパックトラスの設計i 3 'H' あるぶ

￦ｅ にコ マ ヂベノレを用ひｾ間 ＳＰ ｭ と云ふ大［浪間ＷＮＺＺ裕治 主 完

全して居るので、此わ経度? ) も ηl 二l :'・さして問題ぺわ，、

であらう。注意「ペさ押 ｉｪＨ 士 、 タイパーが和市 ｭｪｾ さな ｩ 定例



新 興 木 構 造 〈ヂペル糊) (8)  

を来すので、ーこれを伶けないと勢ひ基礎に無理を来たす

ことになる。

5)  三j骨筋三角形トラス

止との種のトラスとしては、p . " l 原滞家開拓幹部訓練所の

大鶏堂ぷ完成されたことが霞表されて居る。持

6)  三i脅式山形トラス

第 6 閲

ｉＺＮＺｨ 時ｾ Ｎ ＭＭ Ｍｾ Ｇ ，ｲＭ

ι 一 一 一 一 向 !  

合事 1  聞

第 6薗1t . スパ : /33mと云ふ大強間格納庫の例で、第 7

回はそのクツ織物の闘である。

7)  田形アーチ

圏形ア ーチ( t . 之に外力ぷ働いた場合、主として医総力

事f 生ぜしめ最も資材を節減し得られる。& E 者( t ，早くから

第 8 聞の機な簡単な尖現形アーチを考案し 、小佐宅から

第 B 圃

小 スパ Y の工高量、倉庫等を建てて居るぷ極度に資材を省

かれ風雪に針しでも敢然と抵抗 して居る。

更にスパ: / o; 大きくなるとア { チを幾駒かに直切り 、

再新建築生存 ＱＶ 巻第 Ｖｾ 虎参照
建 築 雑 誌 昭 和15年9月続参照

く漣集積E必f 1t )

これに斜繋材をX 形に醗しヂペノレ工法に依り張間半起法

を利用して建て上げるか、梯形朕の単位組成枠を作れ

これを所要鍛に漣結し 、各事廃合部にはヂベノレを首Fし第 9

闘の綾な建物愛憶が筒妖になり 、潔然ー慢として外力に

抵抗し得G hる。

VI 結 語

演義に於て新興木構績とは必ずしもヂベノレ工法のみを

指すものではなL 、。今日吾圏に於でも釘打工法ぷ絡段の

進歩を見清々大張問機溢に利用されて居り、叉ｾ驚法と

雄も研究の緒に付いて居る。然るにヂベノレ工法を以て、

新興木構溢の緩心として之を代表せしめ様とするには、

吾閣蓬の松材若し< ＨｪＺ杉材ぷ何れも ｾ￣ｊ でもので、これを

以て緩済的な構滋を得るためには医入式ヂベノレの協力ぶ

接合法として最も遁合して居るからである。

而して緊迫した今日の建築扶勢から、更に技法の改革、

をｾｾ震として居る折柄 、 新興木構遁の将来に掛けられた

期待l士、甚だ大なるものがあると恩ふ勺
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編 絹 幹 事 曾 〈第 1回〉

伊達tnj上 1 の 5 C京

青f 、伊藤繍斡、中野
時 昭 和 ¥9年 1 JJ 18日午後 5 時

都府警量主主部建築事長〉

線車耳、矢悶網斡
一一ー 7 時10分

浅 田 幸IJ 三 君 鴎 区 北 堀 江 通 2 の25

裕 司E
fJli' 主主曾室

( 佳tx. 本組: 管・繕課〉

1. 1 月例曾・に附する件
出 席 者 伊 藤、中野、矢問 、浅野、

鬼 武 信 夫 君 府 下 茨 木illr下中僚22

2.幹. 委員委員去に閥ナる件
ノj 、JI I、何回 、関本、.!t!.武、

2' C住宅密聞大阪支

ＳＮ 協曾場ＺＧ￟ Ｇ 合併問題 ｴ｣ｴｾ Ｑｩずる件
昼

所〉

4.常務含有事務引縫事項倹討の件

総 司E

柿 本 清 治 君 府 下 八 尾Plr宇 山 本63.

5. 事務員採用 IC附する件

1. 19年度調斡幹事長決定の件

。 く都島工業単校〉

6. 曾員詮衡

1. 19年度続斡投合方針

武 図 ) I 君 紳戸市・葺合l i ! I 生 田 町

級 会
1  .資料蒐集分捻

1の14番 地70の5 ( 樽

1.帝銀山星島園理事長より菖存在池位

1  .集合定例日の件

戸高等工業懇校建 築

宅展に関する挨拶

1. 3 月奴原稿依額先決定

科目毘託〉

2.大阪府建築課長よ P 際名a ! c 稽に

鍋 鶴 幹 事 合〈第 2 回〉

三好者更之準君 廠 mY a 上積烏北 1 Q  

闘する挨拶
5  ( 大倉土木株式 合

3.出位、入管報告

時 昭 和19年 2 月4 日午後 5 時

最士大阪支府〉

常 務 . c告書 2 回〉

一一 7時

友 永 茂君阿倍野l i ! a 西問主t ll! r48

符 1 月24日午後 5 時20分一一

Jj Ji' 本 みや け

〈夜中建築事務所〉

出 席 者 幹 事 長 伊 藤

6 時50分

常 務 中 野 、矢問 、浅野、

地 方 合 員

pJf 本曾別室 岩 崎 f呆 君 札 幌 市 南 ニI傑西23の

出 席 者 理 事 松 本 耳 目 曾 長

幹 事 小 川 、 岡 田 、岡本、

37松 野方〈北線箪経

常 務 長 山 主 配、中西主I ! e

昼、E貸1.4

型官官陸軍E童扶中尉〉

時 事E

ー繍弁主自己、薮中主犯

1. 4 月量君原稿依額先決定

新垣貞イ需君 熊本県主八代市古演目了

藤阪主計、三浦主計 清水組作業所〈済オt

伊藤綴斡

曾 員 動 静

組九州支庭〉

韻 事 特別 ｾ 助 員

1. 2 月例' @. tc 闘する件

しふ… 3- j 、

大卒裁定君主i F * 戸市茸合w . 市*仙 寺

.2. 委員合幹事合κ 闘する件 通 2 の 2 の 1 C大 丸

3.雑 誌印刷蓄をに関する 件 紳 戸支底庶務部〉

4. 元 首j 合長葛野批一郎氏逝去に付 昔F 員 普通賛助員

香花料贈供の件 岡 J t 三君大正直大正主主 8 の48 平ー山 部雄君・ 妓京区鶴見町953(犬

5. 常務山 口正氏よ P 僻任申 出の件 ( 藤永岡也知所管繕 阪除j 緑地建設工 管 庇

6.事務員隊職願出の件 係〉 建築課〉

2 '1 



主 主 村 宜 男 君 妓 東 区 野 江 東 之 町 4 I  柳調書 瞭 君 東 住 吉 区 桑 津 町 由1 r 後藤和太郎君恰爾潰市鳥家m : 清民

の 5 地〈三和建築株 |  坂 東 灘 誠 君 港 区 辰 巳 町 2 の24 I  街滞拓軍士宅 4 披

式合景土) I  銭木千嘉雄君府下泉北郡高石田l南 |  明 石 早 苗 君 四 日 市 市 松 原 東 洋

ー良地政治君新潟! 採古志郡山本村 I  1270 I  紡松原I在宅

大字7 l < 穴〈帝図石油 |  中 口 昌 一 君 主 兵 庫l綜弐摩郡鳴尾村 |  森 図 康 次 君 札幌市南十九僚西 5

曾佐東山杭遭油業所 |  字燈縫元七 |  丁目

第二作業課) I  榊 原 茂君此花区四主主鳥徳卒!Ur I  池田宮治君漢口第五l i ! [ 誠忠街61

- : t 手本助博君i i i OO阿蘇小倉市亙町41 I  2 の 2 I  背木殿方

5C清水組九州支庖) I  桐 本 稿 務 君 阿 倍野区桃ケ池町 1 I  小 泉 嘉 四 郎 君 大 分勝、佐伯市海軍構

藤田治雄君京都府緩喜郡田遜l l !r I  の32 I  内央海軍施設部佐伯

奥戸〈住宅轡聞大阪 |  細 川 一 雄 君 朝 鮮 銀 南 浦 府 大 頭 町 |  事 務 所

支所建設部工務課) I  日本銀業製錬所内水 |  蕪 木 信 蹴 君 千 葉 勝 海 よ 郡 失 指 村

合 員

遠 藤 直 厳 君

大 江 武 夫 君

日 下 勝 秀 君

柴 崎 別 一 君

高木良太郎君

鶴谷記三郎君

沼 山 夏 江 君

荻原藤市長E君

松 本 渉 君

和田義彦、ｾ

小 川 久 r!i 君

布袋J l i j ; 卒君

?処 方 会 長

浦 野 E忠 義 君

特 別賛助 員

国 村 徳 八 君

永山金五郎ｾ

普通事三助瓦

小川武太郎君

鍛治千代松君

佐 藤 賞 後 君

末 松 賢 治 君

国 淵 芳 雄 君

時国泰三郎君

野 坂 嘉 良 君

滋 口 勝 美 君

横山三四次君

宇都宮藤次郎君

藤 田 幡 雄 君

権 弁 済 自11君

玉 川 1E君

山本ゑ; 松君

北 保 正 一 君 坪 弁 介 爾 君

茂 木 良 三 君 和 田 義 弘 君

ノJ、山回宗吾君

令 長

角 田 政 一 君 主 府 下 豊 能 郡 南 愛 鳥 村

穂 積1307

2 2  

品石工場臨時建設事

務 所

篠 原 E歩 行 君 愛 媛l際滋泉郡生石村

南吉国銭高組詰所

庚 畑 重 太 郎 君 群 馬l豚群馬郡堤ケ阿

村管谷紳崎組前梼尚

ｾｂ庁内

石 栗 銃 一 郎 君 明 石 市 西 松 江 町 562

〈住宅管園大阪支所

建設部工務第二課〉

木 村 俊 男 君 南 海 波 遼 寧 猛 第1038

4部 隊

松 永 疑 君 小 岡 原 市 蓮 正 寺 470

園建電機合軍士小田原

工湯新築工事場末焔

建築事務所出張所

近 藤 菊 松 寛 吉 西 宮 市 北 昭 和 町30

黒 川 作 郎 君 名 古 屋 市 中 直 白 川 町

1の1美酒放館内〈勤

務先〉第一建築徐式

含iiH: 名古摩文底

地 方 合 員

間烈j 子 入 五 太 郎 君 愛 知J際豊川市市

国銭高組詰所

河 村 徳 一 郎 君 大 垣 市藤 江 町2の114

大 岩 貞 雄 君 金津市宮本町 6 ( 動

毒事先〉株式合経長組

新 名 種 夫 君 東 京 都 世 田 ヶ 谷 区 大

原 lil r1196

高 芝 重 一 君 住 吉 区 万 代 西 6 の52

中 村 定 春 君 鹿 児 鳥J採姶良郡霧島

村係永佐世保海軍施

設部霧島出張所

東足洗漢方第274M、

林 殿 方

相良亭三郎 君 庚島県草イ白佐郡大竹町

日本化成大竹工場

千 原大五郎 君 京 都 市 左 京 区 田 中 大

久保田r38 ( 勤務先〉

京大工事部建築畢敬

室

特別主主助員

西 村 守 幸 宏 東 住 吉 区 勃 川 町 4 の

6  ( 勤務先〉鳥居組

工務底

普通賛助員

ノJ、森 調 君 大 垣 市 室 村 荷f 5 の46

川l 谷 勇 君 京 都 府 舞 鶴 市 宮 前 温

Pイ主包告春闘大! l &支所

舞鶴分室

直長生主夜、需主君 東京都杉並区高閣寺

6 の746

黒 河 申 三 君 ピノレマ汲澄森7900部

障壁 〈サ〉

吉 田 允 也 君 E若島市中水主mr 288 

本 来 不二段 取 方

;ヨ二コ3

舎 員

回 中 豊 輔 君 昭 和19年 1月1日逝去

葛 努 批 一 郎 君 昭 和19年 1 月18 日逝

ヰュ

地 方 舎 員

三 善 好 人 君 昭 和19年 1月3日逝会

〈謹んで哀悼の主主を表す〉
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